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「登録有形文化財建造物制度」
~ 登録有形文化財の登録と活用メリット~

補助などが受けられる寺社向けの公的な制度をシリーズで紹介していく
本特集の第 1 弾は「登録有形文化財建造物制度」。

「登録有形文化財」の登録までの流れ、「登録有形文化財 ( 建造物 )」に登録された寺社を
地域活性の拠点として活用している事例を紹介する。

巻 頭 特 集 シリーズ 知って活かす公的制度①

表②＜登録までの流れ＞　『登録有形文化財建造物制度のご案内　建造物を地域と文化に』（文化庁）より

所
有
者

地
方
公
共
団
体

国
文
化
庁

市
区
町
村
・

都
道
府
県
教
育
委
員
会

文
化
庁

市
区
町
村
・
都
道
府

県
教
育
委
員
会

登録まで登録後

文化審議会
登録の諮問・

答申

文化財
登録原簿
への登録

・登録の官報告示
・登録の通知
・登録証の交付
・登録プレートの交付

・文化庁を中心とした調査
・地方公共団体による調査
・建築学会・土木学会等に
  よる調査
・学術論文・報告など

登録候補物件
の選定

諮問案の
作成

照
会

登録候補物件の
確認

文化財登録原簿への登録希望

登録候補物件の
情報提供

意
見
具
申

連
絡
調
整

連
絡
調
整

調 査

回
答

・登録証の受理
・登録プレートの受理

経由

・届出の受理
・指導、助言又は勧告

・所有者変更
・所有者の住所変更
・減失・毀損、現状変更

経由

届出

登録プレート

内容
確認

提
出

進
達

経由 取り
まとめ

書
類
提
出

進
達

経費補助

修理補助事業、
地域活性化事業を

要望

寺
社
な
ど
登
録
し
た
い
建
造
物
の

所
有
者
は
、地
元
の
教
育
委
員
会
に
相
談
し
、

必
要
な
資
料
・
書
類
を
用
意

近
年
の
国
土
開
発
や
都
市
計
画
の

進
展
な
ど
に
よ
り
、
消
滅
の
危
機
に

晒
さ
れ
て
い
る
文
化
財
建
造
物
が
多

く
あ
る
。
重
要
文
化
財
、
登
録
有
形

文
化
財
な
ど
、
各
種
文
化
財
に
は
そ

れ
を
公
的
に
保
護
し
、
活
用
す
る
た

め
の
補
助
制
度
が
あ
る
。（
表
①
参

照
）
そ
れ
ら
の
制
度
を
正
し
く
理
解

す
る
こ
と
で
、
大
切
な
文
化
財
の
保

護
に
も
繋
が
る
。

た
と
え
身
近
な
建
造
物
で
あ
っ
て

も
、
古
く
か
ら
地
域
に
親
し
ま
れ
て

い
る
も
の
や
時
代
の
特
色
を
よ
く
表

し
た
も
の
、
復
原
が
難
し
い
も
の
な

ど
は
、
貴
重
な
文
化
財
と
い
え
る
だ

ろ
う
。
こ
の
文
化
財
建
造
物
を
守
っ

て
地
域
の
資
産
と
し
て
活
か
す
た
め
、

1
9
9
6
（
平
成
8
）年
に
施
行
さ

れ
た
の
が
『
文
化
財
登
録
制
度
』
だ
。

有
形
文
化
財
の
ひ
と
つ
で
あ
る「
登

録
有
形
文
化
財
建
造
物
」
は
、
築

50
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物

の
う
ち
、
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の

を
文
化
財
と
し
て
登
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
重
要
文
化
財
が
国
の
指
定

に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
登

録
有
形
文
化
財
は
届
出
制
と
い
う

緩
や
か
な
規
制
を
通
じ
て
保
存
が
図

ら
れ
、
制
度
が
誕
生
し
て
か
ら
現
在

ま
で
に
全
国
で
1
0
0
0
0
件
を

文
化
庁
が
推
進
す
る『
登
録
有
形

文
化
財
建
造
物
制
度
』と
は
？
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所
有
者

地
方
公
共
団
体

国
文
化
庁

市
区
町
村
・

都
道
府
県
教
育
委
員
会

文
化
庁

市
区
町
村
・
都
道
府

県
教
育
委
員
会

登録まで登録後

文化審議会
登録の諮問・

答申

文化財
登録原簿
への登録

・登録の官報告示
・登録の通知
・登録証の交付
・登録プレートの交付

・文化庁を中心とした調査
・地方公共団体による調査
・建築学会・土木学会等に
  よる調査
・学術論文・報告など

登録候補物件
の選定

諮問案の
作成

照
会

登録候補物件の
確認

文化財登録原簿への登録希望

登録候補物件の
情報提供

意
見
具
申

連
絡
調
整

連
絡
調
整

調 査

回
答

・登録証の受理
・登録プレートの受理

経由

・届出の受理
・指導、助言又は勧告

・所有者変更
・所有者の住所変更
・減失・毀損、現状変更

経由

届出

登録プレート

内容
確認

提
出

進
達

経由 取り
まとめ

書
類
提
出

進
達

経費補助

修理補助事業、
地域活性化事業を

要望

寺
社
な
ど
登
録
し
た
い
建
造
物
の

所
有
者
は
、地
元
の
教
育
委
員
会
に
相
談
し
、

必
要
な
資
料
・
書
類
を
用
意

有形文化財 重要文化財 ( 国宝 )

登録有形文化財

無形文化財 重要無形文化財

重要有形民俗文化財

登録有形民俗文化財

重要無形民俗文化財
民俗文化財

記念物

文化的景観

伝統的建造物群 伝統的建造物群保存地区

文化財の保存技術 選定保存技術

登録記念物

天然記念物

名勝

史跡

埋蔵文化財

文
化
財 白

川
橋(

岐
阜
県)

、
②
は
名
古
屋

大
学
豊
田
講
堂(

愛
知
県)

、
沖
縄

市
立
ふ
る
さ
と
園
旧き

ゅ

う

く

ば

け

久
場
家
住
宅
主

屋(

沖
縄
県)

、
③
は
朝
日
小
学
校

円
形
校
舎(

三
重
県)

、五ご
す
け
え
ん
て
い

助
堰
堤(

兵

庫
県)

な
ど
が
あ
る
。

超
え
る
建
造
物
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。

今
後
も
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
多
く

の
建
造
物
が
保
存
さ
れ
、
町
づ
く
り

や
観
光
な
ど
に
有
効
的
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

登
録
の
基
準
は
、
原
則
と
し
て
建

設
後
50
年
を
経
過
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
の
他
、
①
「
国
土
の
歴
史
的
景
観

に
寄
与
し
て
い
る
も
の
」
②
「
造
形
の

規
範
と
な
っ
て
い
る
も
の
」
③
「
再
現

す
る
こ
と
が
容
易
で
な
い
も
の
」
と
さ

れ
て
い
る
。
①
の
例
と
し
て
は
高こ

う
り
ゅ
う
じ

龍
寺

本
堂(

北
海
道)

、
飛
騨
川
に
か
か
る

登
録
の
手
順
に
つ
い
て
は
、
ま
ず

は
地
元
の
教
育
委
員
会
に
相
談
し
、

必
要
な
資
料･

書
類
を
用
意
。
文

化
庁
の
調
査
を
経
て
、
文
化
審
議
会

で
認
め
ら
れ
れ
ば
晴
れ
て
登
録
有
形

文
化
財
に
、
と
い
う
の
が
大
ま
か
な

流
れ
と
な
る
。（
表
②
参
照
）

登
録
後
、
屋
根
を
変
え
る
、
外
壁

を
変
え
る
な
ど
間
取
り
を
変
え
る
と

い
う
場
合
、
現
状
変
更
と
し
て
届
出

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
非
常
災
害

の
た
め
な
ど
必
要
な
応
急
措
置
に
つ

い
て
の
届
出
は
必
要
な
い
。
現
状
変

更
の
場
合
は
事
前
に
、
滅
失
・
毀
損

の
場
合
は
速
や
か
に
届
出
を
行
わ
な

け
れ
ば
罰
則
が
課
せ
ら
れ
る
場
合
も

あ
る
の
で
注
意
し
た
い
。

表①＜文化財の種別＞

高龍寺本堂（北海道）（写真協力：函館市教育委員会）

＜登録の基準＞

①国土の歴史的景観に寄与しているもの

②造形の規範となっているもの

③再現することが容易でないもの

登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
基
準

と
は
？

登
録
有
形
文
化
財
の
申
請
手
順
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登
録
有
形
文
化
財
制
度
で
は
、
文

化
財
建
造
物
を
様
々
な
用
途
に
活

用
で
き
る
点
が
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と

い
え
る
。
今
ま
で
通
り
に
使
う
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
事
業
資
産
や
観
光
資

産
と
し
て
の
利
用
も
可
能
。
外
観
が

大
き
く
変
わ
る
場
合
や
移
築
の
際
に

は
現
状
変
更
の
届
け
出
が
必
要
と
な

る
が
、
登
録
す
る
こ
と
で
規
制
な
ど

に
強
く
縛
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
例

え
ば
内
部
を
一部
改
装
し
、
ホ
ー
ル
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、
資
料
館
な
ど
と
し
て
活

用
す
る
の
も
か
ま
わ
な
い
。
事
業
の

展
開
や
観
光
の
た
め
に
積
極
的
に
活

用
し
な
が
ら
、
文
化
財
と
し
て
も
緩

や
か
に
守
る
こ
と
が
で
き
、
修
理
や
管

理
に
つ
い
て
は
文
化
庁
に
技
術
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
も
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

寺
社
で
も
参
考
に
し
た
い
魅
力

的
な
活
用
例
を
2
つ
紹
介
し
よ
う
。

1
9
1
9（
大
正
8
）年
に
建
設
さ
れ

た
酒
造
場
施
設
『
世せ

き
の
い
ち
し
ゅ
ぞ
う
じ
ょ
う

嬉
の一
酒
造
場
』

(

岩
手
県)

は
、
建
物
を
地
域
の
伝

統
文
化
の
継
承
に
役
立
た
せ
た
い
と

い
う
所
有
者
の
意
向
に
よ
り
、
博
物

館
や
郷
土
料
理
店
と
し
て
利
用
さ
れ

て
話
題
に
。
広
い
内
部
空
間
を
活
か

し
、
結
婚
式
や
会
合
な
ど
に
も
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
。
N
P
O
法
人
佐

賀
県
C
S
O
推
進
機
構
が
管
理
・

活
用
を
行
っ
て
い
る
深
川
家
住
宅

(

佐
賀
県)
で
は
、
近
隣
に
点
在
す

る
登
録
文
化
財
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
て
い
る
ほ
か
、
文
化
財

を
紹
介
す
る
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ

イ
ド
の
育
成
に
も
注
力
。
こ
の
空
間

を
利
用
し
て
大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、
地

域
の
団
体
と
コ
ラ
ボ
し
た
ユニ
ー
ク
な

取
組
も
好
評
を
博
し
て
い
る
。

登
録
有
形
文
化
財
を
保
存
・
修

理
す
る
場
合
な
ど
に
は
、
設
計
監
理

費
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
る
。

「
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
修
理
補
助

事
業
」
は
、
地
域
の
歴
史
的
景
観
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
建

造
物
の
保
存
修
理
に
活
用
で
き
る
。

總そ

う

じ

じ

そ

い

ん

持
寺
祖
院(

石
川
県)

の
白は

く
さ
ん
で
ん

山
殿

は
、
明
治
の
大
火
で
の
罹
災
を
免
れ

た
境
内
で
最
古
の
建
造
物
。
し
か
し
、

2
0
0
7
（
平
成
19
）
年
の
能
登

半
島
地
震
で
大
き
く
破
損
し
た
た
め

に
、
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
修

理
補
助
事
業
の
適
用
を
受
け
復
旧

修
理
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
の
詳
細

な
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
建
物
の
来
歴
に
つ
い
て

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
得
ら
れ
た

と
い
う
。

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
等
が
所

有
す
る
登
録
有
形
文
化
財
を
公
開

活
用
し
て
地
域
活
性
化
を
促
進
す

る
た
め
、
保
存
活
用
計
画
の
策
定

や
設
備
整
備
、
耐
震
対
策
な
ど
を

行
う
場
合
も
、
そ
の
事
業
費
用
の
一

部
が
補
助
さ
れ
る
。
戦
後
モ
ダ
ニ
ズ

ム
の
巨
匠
・
丹た

ん
げ
け
ん
ぞ
う

下
健
三
が
設
計
し
、

1
9
5
7
（
昭
和
32
）
年
に
完
成

し
た
墨す

み
か
い
か
ん

会
館(

愛
知
県)

は
、
地
域

活
性
化
事
業
の
一
環
と
し
て
当
初
の

意
匠
を
残
し
な
が
ら
柱
を
補
強
す
る

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
。
併
せ
て
ス

ロ
ー
プ
の
設
置
な
ど
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
も
行
い
、
以
前
に
も
増
し
て
地
域

に
開
か
れ
た
施
設
へ
と
変
わ
っ
た
。

館
内
に
は
建
物
に
関
す
る
情
報
も
充

実
し
て
お
り
、
建
築
に
興
味
の
あ
る

人
が
多
く
訪
れ
注
目
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
い
っ
た
事
例
は
寺
社
で
も
活
用

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

地震で破損した白山殿修理復旧後の白山殿（撮影：atelierR 畑亮）

石川県の總持寺祖院白山殿　平成19年の能登半島地震で大きく破損した
が、登録有形文化財建造物修理補助事業の適用を受け復旧修理が行われた

＜登録有形文化財建造物の優遇措置＞

【登録有形文化財建造物修理補助事業】
保存・活用に必要な修理等の設計監理費の2分の1を国
が補助

【登録有形文化財建造物を活用した地域活性化事業】
地方公共団体などが行う地域活性化事業にかかる費用
の2分の1を国が補助

【相続税】
相続財産評価額（土地を含む）を10分の3控除（国税庁
通達）

【固定資産税】
家屋の固定資産税を2分の1に減税（地方税法）

修
理
の
補
助
、地
域
活
性
化
事
業

を
補
助
す
る
優
遇
措
置
も

登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
す
る

メ
リ
ッ
ト
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大
阪
府
貝
塚
市
に
あ
る
貝
塚
寺

内
町
で
は
、
紀
州
街
道
に
沿
っ
た
地

域
の
歴
史
と
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、

地
域
の
活
性
化
と
よ
り
良
い
住
環
境

の
創
造
を
目
指
し
、「
ま
ち
の
整
備

計
画
の
素
案
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
き
た
。
同
町
は
、
室
町
時
代
末

期
に
貝
塚
御
坊 

願が
ん
せ
ん
じ

泉
寺(

重
要
文

化
財)

を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
寺

内
町
。
当
時
の
ま
ち
わ
り
と
共
に
、

2
0
0
8
（
平
成
20
）
年
、
境
内

に
あ
る
12
の
建
物
が
登
録
有
形
文
化

財
に
登
録
さ
れ
た
感
田
神
社
を
は
じ

め
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
町
家
12
ヶ
所
も
登
録
有
形
文

化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
て
、
寺
内
町

当
時
の
ま
ち
わ
り
の
景
観
が
よ
く
残

さ
れ
て
い
る
。
寺
社
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
は
感か

ん
だ
じ
ん
じ
ゃ

田
神
社
で
は
、
登
録
有

形
文
化
財
の
参
集
殿
で
定
期
的
に

「
感
田
神
社
寄
席
」
を
開
催
し
、
毎

回
1
0
0
名
ほ
ど
の
観
客
を
集
め

て
い
る
。
ま
た
願
泉
寺
で
は
、
市
教

育
委
員
会
と
と
も
に
小
学
4
年
生

か
ら
6
年
生
を
対
象
に
願
泉
寺
宿

泊
体
験
を
開
催
。
お
寺
の
お
掃
除
や

食
事
作
り
と
と
も
に
寺
内
町
を
探
検

し
、
貝
塚
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
る

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
内
外
か
ら
人
々
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
そ
の
注
目
度
を
高
め

て
い
る
。

貝
塚
市
教
育
委
員
会
教
育
部
長

の
前
田
浩
一
さ
ん
は
「
寺
内
町
地
域

は
、
貝
塚
市
の
中
心
市
街
地
と
し
て

の
性
格
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
指

定
・
登
録
文
化
財
建
造
物
を
は
じ
め
、

地
域
に
残
る
歴
史
的
遺
産
を
効
果
的

に
活
用
す
る
こ
と
が
、
貝
塚
市
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
文
化
財
活
用
の
有
効
性
に
つ
い
て

語
っ
て
く
れ
た
。

多
く
の
可
能
性
を
有
す

登
録
有
形
文
化
財

こ
の
よ
う
に
登
録
有
形
文
化
財
建

造
物
制
度
は
、
ア
プ
ロ
ー
チ
や
利
用

の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
周
辺
地
域
の

活
性
化
に
大
き
な
利
益
を
も
た
ら
す

可
能
性
が
あ
る
。
地
域
住
民
と
の
絆

を
深
め
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、

文
化
財
を
活
か
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
検
討
し
て
み
る
価
値

は
、
十
分
に
あ
る
と
い
え
る
。
さ
ら

に
重
要
文
化
財
や
国
宝
へ
の
指
定
と

な
れ
ば
、
注
目
度
も
高
ま
り
、
そ
の

活
か
し
方
は
広
が
る
。
文
化
財
保
護

法
に
基
づ
き
保
存
修
理
や
防
災
施
設

の
設
置
、
公
開
施
設
の
整
備
に
対
し

補
助
金
交
付
の
対
象
と
な
る
。
災
害

時
の
備
え
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
寺

社
の
文
化
財
建
造
物
を
後
世
に
幅

広
く
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、
こ

の
制
度
を
う
ま
く
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

ま
た
、
今
回
は
文
化
財
建
造
物
を

中
心
に
紹
介
し
た
が
、
登
録
有
形
文

化
財
に
は
仏
像
な
ど
の
美
術
工
芸
品

も
含
ま
れ
る
。こ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
、

国
宝
・
重
要
文
化
財
、
文
化
財
保

護
法
に
関
す
る
特
集
で
紹
介
す
る
予

定
。
次
号
で
は
文
化
庁
の
文
化
財
に

関
す
る
補
助
金
な
ど
、
各
種
助
成
金

に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

【
取
材
協
力
】文
化
庁 

文
化
財
部 

建
造
物
担
当
／
大
阪
府
貝
塚
市
教
育

委
員
会

1.境内の12の建物が登録有形文化財に
登録された感田神社の神門

2.感田神社の参集殿。この建物も登録
有形文化財に登録されている

3.感 田 神 社 の 登 録 有 形 文 化 財 登 録
プレート

4.寺内町に中心となる願泉寺の本堂。
重要文化財に指定されている

5.願泉寺で8月29日・30日に行われた
子供たちの宿泊体験イベントの様子

123

45

登録有形文化財についての
参考サイト

＜文化庁＞
http://www.bunka.go.jp/seisaku/
bunkazai/shokai/yukei_kenzobutsu/

＜参考資料＞
文化庁 文化財部参事官（建造物担
当）発行『登録有形文化財建造物制
度のご案内 建造物を地域と文化に』

（2105年1月）

登
録
有
形
文
化
財
の
活
用
事
例

登
録
有
形
文
化
財
と
歴
史
的
町
並
み
を

活
か
し
た
貝
塚
寺
内
町
の
取
り
組
み
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増
加
し
続
け
る
外
国
人
旅
行
者

政
府
は
新
た
な
目
標
を
設
定

東
京
都
内
の
慢
性
的
な
ホ
テ
ル
不

足
、
大
型
テ
ー
マ
パ
ー
ク
に
殺
到
す

る
ア
ジ
ア
人
―
。
こ
の
よ
う
な
ニュ
ー

ス
が
少
し
前
か
ら
メ
デ
ィ
ア
で
頻
繁

に
報
道
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
近
年
、
日
本
を
訪
れ

る
外
国
人
旅
行
者(

＝
イ
ン
バ
ウ
ン

ド)

が
急
速
な
勢
い
で
増
え
て
お
り
、

毎
年
新
記
録
を
更
新
し
続
け
て
い

る
。2

0
0
3（
平
成
15
）
年
、時
の

小
泉
政
権
が
、
訪
日
外
国
人
旅

行
者
を
倍
増
の
1
0
0
0
万
人

に
増
や
す
と
い
う
数
値
目
標
を
掲

げ
た
『
観
光
立
国
』
宣
言
と
と
も

に
、
訪
日
観
光
を
多
角
的
に
推
進

す
る
『
ビ
ジ
ッ
ト･

ジ
ャ
パ
ン･

キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
』
を
開
始
。
政
府
が
目
標

と
す
る
1
0
0
0
万
人
の
大
台
を

初
め
て
突
破
し
た
の
が
、
2
0
1
3

（
平
成
25
）
年
だ
っ
た
。
こ
れ
を
受

け
、
2
0
1
4（
平
成
26
）年
1
月

に
開
か
れ
た
政
府
の
『
観
光
立
国

推
進
閣
僚
会
議
』
で
安
倍
首
相
は

「
2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
と
い
う

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
を
得
た
。
こ
れ
を

追
い
風
と
し
て(

2
0
2
0
年
の
訪

日
外
国
人
旅
行
者)

2
0
0
0
万

人
を
目
指
し
て
い
き
た
い
」
と
発
言
。

そ
の
後
も
外
国
人
旅
行
者
の
数
は

予
想
を
は
る
か
に
上
回
る
勢
い
で
増

加
し
続
け
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）

年
に
は
1
9
7
4
万
人
に
ま
で
到

達
し
た
。

現
状
を
踏
ま
え
、
今
年
3
月
に

観
光
庁
が
発
表
し
た
『
明
日
の
日

本
を
支
え
る
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
は
、

2
0
2
0
（
平
成
32
）
年
の
外
国

人
旅
行
者
数
の
新
た
な
目
標
は
、

4
0
0
0
万
人
に
ま
で
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
日
本
に

お
け
る
外
国
人
旅
行
者
の
消
費
金

額
は
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
の

約
3.5
兆
円
か
ら
、
2
倍
以
上
の
8
兆

円
に
増
加
す
る
見
通
し
だ
。
政
府
で

は
観
光
を
地
方
創
生
へ
の
切
り
札
、

G
D
P
6
0
0
兆
円
達
成
へ
の
成

長
戦
略
の
柱
と
位
置
付
け
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
寺
社
に
お
い
て
も
、
民

間
企
業
と
連
携
し
今
ま
で
と
は
違
っ

た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
創
造
・
提
供

が
不
可
欠
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
多
様

化
す
る
参
拝
客
を
迎
え
る
た
め
の
取

り
組
み
事
例
を
紹
介
し
た
い
。

奈
良
県
中
部
の
四
寺
院
が『
奈
良

大
和
四
寺
巡
礼
の
会
』を
発
足

こ
の
よ
う
に
増
加
の
一
途
を
た
ど

る
外
国
人
旅
行
者
に
向
け
て
、
新

インバウンドに向けた新たな観光サービス
～多様化する参拝客を迎え入れる寺社の試み～

長谷寺室生寺

【
C
A
S
E
①
】

「
奈
良
大
和
四
寺
巡
礼
」

第 特 集2
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た
な
サ
ー
ビ
ス
を
創
造
・
提
供
す

る
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
進
め

ら
れ
て
お
り
、
む
ろ
ん
寺
社
に
も
そ

の
動
き
は
着
実
に
波
及
し
て
い
る
。

代
表
的
な
一
例
と
し
て
挙
げ
た
い
の

が
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
5

月
、
奈
良
県
中
央
部
に
位
置
す
る

長は

せ

で

ら

谷
寺
、
室む

ろ

う

じ

生
寺
、
岡お

か
で
ら寺

、
安あ

べ倍

文も
ん
じ
ゅ
い
ん

殊
院
に
よ
っ
て
発
足
さ
れ
た
観
光

客
向
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
奈
良
大
和
四よ

じ寺
巡
礼
』
だ
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
各
寺
院
で

巡じ
ゅ
う
れ
い
い

礼
衣
に
御
朱
印
を
さ
れ
る
方
へ
巡

礼
衣
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
り
、「
結
縁

散
華
4
枚
セ
ッ
ト
」
の
授
与
が
つ
い

た
奈
良
大
和
四
寺
巡
礼
個
人
共
通

拝
観
券
（
1
枚 

2
2
0
0
円
）
の

販
売
、
団
体
客
に
は
各
寺
院
の
僧
侶

か
ら
の
説
明
な
ど
が
加
わ
る
お
も
て

な
し
、
海
外
か
ら
の
団
体
に
は
、
国

家
資
格
を
取
得
し
た
通
訳
案
内
士
が

無
料
で
バ
ス
に
添
乗
す
る
な
ど
の
特

典
、W

i-Fi
を
利
用
し
た
境
内
案
内

サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た
多
彩
な
内
容
と

な
っ
て
い
る
。

奈
良
県
中
部
ま
で
訪
れ
て
も
ら
え
る

受
け
皿
を
つ
く
り
た
い
と
い
う
想
い

由
緒
あ
る
地
に
創
建
さ
れ
た
四
寺

は
い
ず
れ
も
1
2
0
0
年
以
上
の

歴
史
を
誇
り
、
本
尊
お
よ
び
中
尊
は

全
て
が
国
宝
・
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
名
刹

で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
奈
良
市
な

ど
県
北
部
に
あ
る
寺
社
と
比
較
す
る

と
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
少
な

く
、
認
知
度
も
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が

現
状
だ
。国
が
誇
る
貴
重
な
名
宝
や
、

季
節
の
花
々
が
咲
き
誇
る
自
然
豊
か

な
境
内
を
よ
り
多
く
の
外
国
人
旅
行

者
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
の
思
い

で
四
寺
が
つ
な
が
り
、『
奈
良
大
和
四

寺
巡
礼
』
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
呼
び

か
け
人
で
あ
り
、
事
務
局
も
担
う
安

倍
文
殊
院
の
植う

え
だ
し
ゅ
ん
の
う

田
俊
應
貫
主
は
「
こ

の
辺
り
は
中ち

ゅ
う
な
ん
わ

南
和
と
呼
ば
れ
、
奈

良
県
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
な
り
ま

す
。
観
光
客
の
多
い
奈
良
市
や
県
北

部
か
ら
た
っ
た
20
㎞
ほ
ど
な
ん
で
す

が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
1
時
間
以
上

か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
あ
り
、
な
か
な

か
足
を
運
ん
で
も
ら
う
機
会
が
少
な

い
の
が
現
状
で
し
た
。
そ
れ
な
ら
ば
、

中
南
和
に
直
接
訪
れ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
受
け
皿
を
作
り
た
い
と
い
う
想

い
が
つ
ね
づ
ね
あ
り
ま
し
た
。
実
は
こ

の
辺
り
は
関
西
国
際
空
港
か
ら
1
時

間
ほ
ど
で
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

で
す
の
で
立
地
的
に
は
世
界
か
ら
か

な
り
近
い
の
で
は
と
考
え
、
外
国
人

旅
行
客
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も
積

極
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
語
る
。

外
国
人
参
拝
客
へ
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

『
奈
良
大
和
四
寺
巡
礼
』
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
日
本
語
に
加
え
、
英

語
、
中
国
語
繁
体
字
・
簡
体
字
、

韓
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
対
応
し
て

お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
で
四
寺
院

を
紹
介
す
る
映
像
を
視
聴
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
各
寺
の
受
け
付

け
周
辺
に
は
無
料
で
利
用
可
能
な

Free W
i-Fi

を
設
置
し
て
い
る
た

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
端
末
機
で
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
デ
ー
タ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

四寺巡礼ロゴマーク

岡寺安倍文殊院

Free Wi-Fiの表示とQRコード
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ド
で
き
る
う
え
、
境
内(

主
要
5
箇

所)
で
は
Q
R
コ
ー
ド
を
利
用
し
て
、

境
内
の
案
内
画
面
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
仕
組
み
も
。
こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
案
内
画
面
も
前
述
の
5
カ
国
語

に
対
応
し
て
い
る
。

「
本
当
は
同
行
し
て
ご
説
明
す
る

の
が
一
番
良
い
の
で
す
が
、
外
国
語
が

堪
能
な
ス
タ
ッ
フ
を
雇
う
の
に
も
か

な
り
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
と
は
い

え
、
せ
っ
か
く
訪
れ
て
も
ら
っ
た
外
国

人
旅
行
客
の
方
々
の
た
め
に
も
色
々

な
ハ
ー
ド
ル
を
ク
リ
ア
し
、
外
国
人

は
参
拝
料
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

支
払
え
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
植

田
貫
主
。
さ
ら
に
事
前
予
約
し
た
30

名
以
上
の
団
体
の
外
国
人
旅
行
者
に

は
、
希
望
が
あ
れ
ば
国
家
資
格
を
取

得
し
た
通
訳
案
内
士
『
奈
良
大
和

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
チ
ー
ム
』
が
無

料
で
バ
ス
に
添
乗
し
、
各
寺
の
歴
史

や
文
化
を
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
実
施
。「
通
訳
案
内
士
の
報
酬

は
四
寺
院
が
お
支
払
い
し
ま
す
。
通

訳
案
内
士
の
方
々
に
は
、
各
寺
院
の

奥
深
い
と
こ
ろ
ま
で
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
、
各
寺
院
で
何
度
も
研
修
を

行
っ
て
い
ま
す
。
歴
史
や
文
化
の
魅

力
を
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
通
訳
案
内
士
の
養
成
の
一
端

も
担
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
お

寺
と
い
う
の
は
や
は
り
文
化
を
育
て
、

継
承
す
る
役
目
が
あ
り
ま
す
の
で
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
で
四
寺
巡
礼
が

盛
り
上
が
れ
ば
、
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
中
南
和
に
も
た
く
さ
ん
の
人
々
が

訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
う
の
で
す
。

い
つ
か
は
『
奈
良
市
と
同
じ
く
ら
い
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
』
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
」
と

植
田
貫
主
は
話
す
。

上
寺
御
朱
印
帳
』
が
特
典
と
し
て
付

い
て
お
り
、
宝
物
展
示
室
の
入
場
券
、

徳
川
墓
所
拝
観
券
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ

れ
る
と
い
う
。

こ
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
増
上
寺 

参
拝
部
参
拝
課 

課
長 

吉
田
龍
雄

さ
ん
は
「
今
回
の
プ
ラ
ン
は
セ
レ
ス

テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
さ
ん
側
か
ら
の
提
案
で

し
た
。
私
ど
も
か
ら
は
生
ま
れ
て
こ

な
い
視
点
で
の
企
画
が
面
白
く
、
ま

た
大
き
な
強
み
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
地
域
か
ら
見
た
増
上

寺
の
特
色
と
魅
力
を
協
働
し
て
引
き

出
し
た
い
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
し

た
。
今
後
は
こ
の
プ
ラ
ン
が
身
近
に

仏
教
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
端

緒
と
な
る
べ
く
、
ご
宿
泊
の
お
客
様

と
増
上
寺
が
、
よ
り
密
な
関
係
を
醸

成
で
き
る
素
地
と
な
る
事
を
期
待
し

増
上
寺
×
セ
レ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル

海
外
も
注
目
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

徳
川
家
の
菩ぼ

だ

い

じ

提
寺
と
し
て
名
を
馳

せ
、
6
0
0
年
の
歴
史
を
も
つ
東
京

都
港
区
の
増ぞ

う
じ
ょ
う
じ

上
寺
。
本
殿
の
背
後
に

東
京
タ
ワ
ー
が
そ
び
え
る
迫
力
あ
る

景
観
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、
東
京
観

光
名
所
の
一つ
と
し
て
人
気
の
高
い
同

寺
が
協
力
し
今
年
7
月
よ
り
、
徒

歩
10
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
る
セ
レ

ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
が
『
1
日
1
室
限

定
・
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
プ
ラ

ン
』
の
販
売
を
開
始
し
た
。

「
日
々
忙
し
さ
に
追
わ
れ
て
心
の

静
寂
を
求
め
て
い
る
女
性
た
ち
に
、

増
上
寺
へ
の
参
拝
や
写
経
な
ど
を
通

じ
て
〝
心
の
デ
ト
ッ
ク
ス
〟
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
」
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
こ
の
プ
ラ
ン
。
客
室
に
は

『
増
上
寺
葵
紋
』
が
誇
ら
し
げ
に
入
っ

た
テ
ー
ブ
ル
ラ
ン
ナ
ー
や
湯
呑
み
が

用
意
さ
れ
、
和
風
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る

様
々
な
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
ア
イ
テ
ム
で
セ

ン
ス
溢
れ
る
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、『
お
部
屋
で
楽
し
め
る
写

経
セ
ッ
ト(

筆
ペ
ン
付
き)

』
や
、
同

寺
を
代
表
す
る
人
気
土
産
『
起
き
上

が
り
地
蔵
』、女
性
客
に
好
評
の
『
増

【お問い合わせ先】
奈良大和四寺巡礼の会

＜事務局＞
〒633-0054
奈良県桜井市阿部645番地
安倍文殊院　内
TEL. 0744-43-0002
http://www.nara-yamato.com/

【お問い合わせ先】
セレスティンホテル
〒105-0014
東京都港区芝3-23-1
TEL. 03-5441-4111
http://www.celestinehotel.com/

(上)『1日1室限定・コラボレーションルームプラン』のお部屋
(下)大本山 増上寺 大殿の外観

【
C
A
S
E
②
】

増
上
寺
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

ル
ー
ム
プ
ラ
ン

『奈良大和四寺巡礼』ホームページ画面

て
い
ま
す
」
と
語
る
。

こ
の
よ
う
に
地
域
の
ホ
テ
ル
や
、
施

設
と
の
連
携
は
話
題
性
を
高
め
る

と
い
う
意
味
で
も
大
き
な
効
果
が
あ

り
、
地
域
全
体
の
活
性
化
に
も
繋
が

る
。
そ
れ
に
は
柔
軟
な
発
想
に
加
え

て
、
民
間
企
業
と
の
連
携
も
重
要
と

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
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「文化財の英語解説のあり方について」に参考サイト
http://www.mlit.go.jp/common/001142189.pdf

観光庁観光地域振興部　蔵持 京治さん

【
I
N
T
E
R
V
I
E
W
】　

観
光
庁
観
光
地
域
振
興
部　

蔵
持 

京
治
さ
ん

2
0
2
0
（
平
成
32
）
年
の
訪

日
外
国
人
旅
行
者
数
の
新
た
な
目

標
が
4
0
0
0
万
人
に
大
き
く
引

き
上
げ
ら
れ
た
。
引
き
上
げ
ら
れ
た

経
緯
や
、
目
標
に
対
す
る
観
光
庁
と

し
て
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
観
光
庁

観
光
地
域
振
興
部 

観
光
資
源
課
長 

蔵く
ら
も
ち

 き
ょ
う
じ

持
京
治
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
。

蔵
持
課
長

　
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
話
を

進
め
て
い
く
な
か
で
出
て
き
た
の
は

『
そ
れ
で
も
ま
だ
低
い
。も
っ
と
潜
在

能
力
と
し
て
は
高
い
ん
だ
』と
い
う
意

見
で
し
た
。世
界
の
中
で
、観
光
振
興

に
必
要
な
要
素
と
い
う
の
も
の
が
４

つ
あ
り
ま
す
。「
自
然
」と「
文
化
」、

そ
し
て「
食
」と「
気
候
」な
ん
で
す

ね
。こ
の
４
つ
が
揃
っ
て
い
る
国
は
世

界
的
に
も
少
な
く
、観
光
の
魅
力
が

あ
っ
て
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。日
本
は
自
然
が

豊
か
で
、四
季
が
あ
っ
て
、食
も
美
味

し
く
、文
化
と
い
う
意
味
で
も
深
い

歴
史
的
な
部
分
も
多
く
、さ
ま
ざ
ま

な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
ま
す
。で
す
の

で
や
は
り『
日
本
の
潜
在
能
力
は
高

い
ん
だ
』と
捉
え
、4
0
0
0
万
人

と
い
う
数
字
を
目
指
し
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

編
集
部

　
観
光
振
興
に
必
要
な
4

つ
の
要
素
の「
文
化
」に
寺
社
も
含
ま

れ
ま
す
が
、観
光
資
源
と
し
て
の
寺

社
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
お
ら

れ
る
の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

蔵
持
課
長

　
ま
さ
に
代
表
格
で
す

ね
。日
本
の
各
地
域
に
は
千
年
以
上

続
い
て
い
る
寺
社
さ
ん
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。千
年
前
か
ら
こ
こ
で
こ
う

い
う
お
祭
り
が
あ
る
と
か
、こ
う
い
う

建
物
が
残
っ
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
、

編
集
部

　
は
じ
め
に
、2
0
2
0

（
平
成
32
）
年
の
訪
日
外
国
人

旅
行
者
数
の
新
た
な
目
標
が

4
0
0
0
万
人
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
経
緯
や
、目
標
に
対
す
る
観
光
庁

と
し
て
の
今
後
の
方
針
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。

外
国
人
の
方
は
素
直
に『
素
晴
ら
し

い
』と
感
じ
る
ん
で
す
よ
ね
。現
在
、

日
本
の
各
地
域
で『
自
分
の
地
域
の

何
が
本
当
の
資
源
な
の
か
？
』を
紐

解
く
作
業
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。地
域
の
歴
史
的
な
経
緯
な
ど
調

べ
て
い
く
と
、や
は
り
、各
地
域
で
寺

社
さ
ん
が
中
核
に
な
っ
て
、そ
の
地
域

の
人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
と
い

う
歴
史
や
、お
祭
り
の
よ
う
な
文
化

が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ
た
歴
史
や
文

化
を
対
外
的
に
P
R
す
る
こ
と
は
、

観
光
の
魅
力
に
繋
が
る
と
思
い
ま

す
。

編
集
部

　
観
光
の
面
か
ら
の
寺
社
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、観
光
庁
と
し
て

ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
行
け
る
か
な

ど
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

蔵
持
課
長

　
最
近
で
す
と
、文
化
庁

と
の
共
同
作
業
で「
文
化
財
の
英
語

解
説
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
発
表
し
ま
し
た
。案
内
板

や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
で
、ど
う
い
う

風
に
英
語
に
翻
訳
す
れ
ば
、よ
り
魅

力
が
伝
わ
る
か
を
事
例
と
と
も
に
紹

介
し
て
い
ま
す
。文
化
財
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、メ
イ
ン
は
寺
社
さ
ん
と
考
え

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
考
に
し

て
頂
き
た
い
で
す
ね
。

編
集
部

　
最
後
に
、寺
社
に
対
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

蔵
持
課
長

　
信
仰
の
場
と
し
て
の
役

割
は
も
ち
ろ
ん
前
提
に
し
た
上
で
は

あ
り
ま
す
が
、地
域
を
活
性
化
さ
せ

よ
う
と
い
う
思
い
を
持
た
れ
て
い
る

寺
社
さ
ん
に
は
、是
非『
観
光
』と
い

う
面
か
ら
の
取
り
組
み
も
ご
検
討
頂

け
れ
ば
、観
光
庁
と
し
て
は
嬉
し
い
で

す
ね
。寺
社
観
光
を
文
化
庁
と
一
緒

に
盛
り
上
げ
、支
援
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
、

寺
社
へ
期
待
す
る
観
光
庁
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外
国
人
観
光
客
の
増
加
に
伴
い
、
観

光
サ
ー
ビ
ス
へ
の
I
C
T（
情
報
通
信

技
術
）
活
用
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
I
C
T
の
中
で
も
特
に

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
な
ど
を
無
線
で
接
続
す
る
「W

i-Fi
」

は
、
寺
社
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
と
の
相
性
が

良
い
。外
国
人
観
光
客
の
多
い
寺
社
で
は
、

翻
訳
ア
プ
リ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し 

対
応
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
最
近
駅
や
電
車
内
で
も

よ
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
デ
ジ
タ
ル

サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
看
板
）
は
、
参
拝
案

内
や
祭
事
案
内
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
、

タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
発
信
で
き
る
。
災

害
時
に
は
迅

速
に
緊
急
情

報
を
発
信
す

る
な
ど
、
防

災
面
で
も
役

立
つ
。
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
対

応
で
は
翻
訳

ア
プ
リ
を
活

用
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
年
間
の
行
事
や
四
季
の
風

景
な
ど
を
発
信
し
て
、
そ
う
い
っ
た
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

美
松
副
住
職
。

現
在
は
本
堂
と
法
事
の
控
室
が
あ
る
建

物
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
モ
バ
イ
ル
端
末
を
無

線
接
続
で
き
るW

i-Fi

ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
装
置
を
設
置
。
こ
の
装
置
は
参
拝
者

用
、
業
務
用
な
どW

i-Fi

の
電
波
を
分

け
る
こ
と
が
で
き
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
も

安
全
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
業
務
と
し
て
は

檀
家
さ
ん
の
台
帳
管
理
な
ど
に
も
活
用

し
て
い
る
そ
う
だ
。

急
増
す
る
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応

弘
明
寺
で
は
、
近
年
急
増
し
て
い
る

外
国
人
観
光

客
へ
の
対
応
も

検
討
中
と
の
こ

と
。「
英
語
表

記
も
な
い
、
英

語
を
話
せ
る
ス

タ
ッ
フ
も
い
な

い
の
が
現
状
で

で
、
外
国
人
観
光
客
に
寺
社
の
歴
史
な

ど
を
知
っ
て
も
ら
え
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

代
わ
り
と
し
て
活
用
で
き
る
な
ど
、
観
光

面
で
寺
社
の
魅
力
を
様
々
な
人
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

参
拝
者
が
お
寺
の
情
報
を

発
信
し
て
く
れ
る
効
果
も

外
国
人
観
光
客
や
若
者
の
間
で
は
誰

で
も
自
由
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
利

用
で
き
る
『Free W

i-Fi

』
の
ニ
ー
ズ

が
高
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
対
応
し

て
い
る
寺
社
は
多
く
な
い
。
そ
こ
で
昨
年

末
よ
りFree W

i-Fi

を
提
供
し
て
い
る

弘ぐ

み

ょ

う

じ

明
寺
の
美み

ま
つ
か
ん
だ
い

松
寛
大
副
住
職
に
話
を
聞

い
た
。

神
奈
川
県
横
浜
市
に
あ
る
弘
明
寺
は

1
3
0
0
年
ほ
ど
前
か
ら
続
く
、
横
浜

最
古
の
寺
。
本
堂
に
は
国
指
定
重
要
文

化
財
に
も
な
っ
て
い
る
本
尊
十
一
面
観
世

音
菩
薩
立
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、

坂
東
三
十
三
観
音
霊
場
の
十
四
番
札
所

で
も
あ
る
。

Free W
i-Fi

を
提
供
す
る
き
っ
か
け

に
つ
い
て
美
松
副
住
職
は
こ
う
語
る
。「
弘

明
寺
に
は
参
拝
者
や
観
光
客
な
ど
不
特

定
多
数
の
方
が
訪
れ
ま
す
。
そ
こ
でFree 

W
i-Fi

を
提
供
す
れ
ば
、
参
拝
に
来
た
方

の
利
便
性
を
少
し
で
も
高
め
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
」。

決
め
手
に
な
っ
た
の
は
、『F

acebook 
W

i-Fi

機
能
』
だ
と
い
う
。
こ
の
機
能

に
よ
り
、
参
拝
者
がF

acebook

で
お

寺
に
『
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
』
す
る
と
簡
単
に

W
i-Fi

接
続
で
き
、
か
つ
『
友
達
』
の
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
上
に
も
表
示
さ
れ
る
の
で
、

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
効
果
も
高
め
ら
れ
る
。

「
近
々
、
弘
明
寺
のF

acebook

ペ
ー
ジ

も
開
設
す
る
予
定
で
す
。
若
い
人
た
ち
に

と
っ
て
お
寺
は
、
格
式
が
高
い
イ
メ
ー
ジ

多
言
語
ガ
イ
ド
か
ら
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
ま
で

寺
社
向
け
の
新
た
な
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
I
C
T境内に設置された Wi-Fi アクセス

ポイント装置

デジタルサイネージによるガイダンス

PR

本尊十一面観世音菩薩立像
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す
。
今
後
は
S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信

の
ほ
か
翻
訳
ツ
ー
ル
な
ど
も
活
用
し
て
、

外
国
の
方
を
〝
お
も
て
な
し
〟
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」
と
美
松
副
住
職
は
話

す
。ま

た
、
災
害
時
の
寺
社
の
役
割
に
つ
い

て
伺
う
と
「
困
っ
て
い
る
方
々
を
助
け
る

の
が
寺
の
使
命
。こ
の
寺
は
高
台
に
あ
り
、

災
害
時
の
避
難
所
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。
そ
う
し
た
場
合
にFree W

i-Fi

が

あ
れ
ば
、
安
否
の
確
認
な
ど
に
活
用
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
弘
明
寺
がFree 

W
i-Fi

を
提
供
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と

を
大
勢
の
方
々
に
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

そ
う
い
っ
た
案
内
も
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
美
松
副
住
職
は
語
っ
て
く
れ
た
。

美
術
館
・
博
物
館
で
の

I
C
T
活
用
を
寺
社
に
も
応
用

昨
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
の
I
C
T
（W

i-Fi

）
活
用
の

モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
『
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
I
C
T
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
』
を
開
催
し

た
。
こ
れ
は
東
京
の
複
合
文
化
施
設

「B
unkam

ura

」
の
館
内
全
体
に W

i-Fi

環
境
を
整
備
し
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

に
よ
る
館
内
案
内
や
貸
し
出
し
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
美
術
品
の
ガ
イ
ド
な
ど
、
来
館

者
がW

i-Fi

を
活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
体

験
で
き
る
と
い
う
も
の
。
こ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
よ
る
館
内
案
内
は
、
音
声
ガ
イ
ド

機
能
も
あ
り
、
説
明
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
く

て
も
展
示
品
の
解
説
を
聞
く
こ
と
が
出

来
る
。
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
来
館
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
注
目

を
集
め
た
。

こ
れ
ら
の
I
C
T
を
活
用
し
た
サ
ー

ビ
ス
は
、
寺
社
の
観
光
に
も
応
用
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

今
後
、
外
国
人
観
光
客
に
、
日
本
語

だ
け
で
な
く
多
言
語
で
し
っ
か
り
と
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
も
、

W
i-Fi

を
活
用
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
の
多

言
語
ガ
イ
ド
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を

取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
境
内
や
仏
像

な
ど
の
案
内
も
多
言
語
で
情
報
発
信
で

き
る
。
特
に
日
本
の
伝
統
文
化
や
歴
史

に
興
味
を
持
っ
て
い
る
外
国
人
観
光
客
向

け
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
使
っ

た
案
内
が
効
果
的
だ
。

I
C
T
が
寺
社
観
光
を

全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
ビ
ジ
ネ
ス
開
発
本
部
の

美松寛大副住職

弘明寺本堂

タブレットによる
ガイド画面

高
野
山
真
言
宗　

瑞
應
山　

蓮
華
院

弘ぐ

み

ょ

う

じ

明
寺

〒
2
3
2-

0
0
6
7
 

神
奈
川
県
横
浜
市
南
区
弘
明
寺
町
2
6
7

http://w
w

w
.gum

yoji.jp/index.htm
l

鈴
木
理
寛
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、

I
C
T
の
導
入
に
よ
っ
て
、『
訪
れ
る
前
』

と
『
訪
れ
て
か
ら
』
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
が

充
実
す
る
と
い
う
。「
訪
れ
る
前
に
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S
で
寺
社
の
魅
力

を
発
信
し
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

も
重
要
で
す
し
、
訪
れ
て
か
ら
はW

i-Fi

の
提
供
は
も
ち
ろ
ん
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
に
よ
る
所
蔵
品
の
解
説
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
『
お
も
て
な
し
の
ツ
ー
ル
』
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
訪
れ

た
後
は
、
S
N
S
で
自
分
の
体
験
を
発
信

し
て
く
れ
る
な
ど
、
口
コ
ミ
効
果
も
期
待

で
き
ま
す
。他
に
もW

i-Fi

の
導
入
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
は
、
端
末
へ
の
配
線
が
露
出
し

な
い
た
め
景
観
を
損
ね
な
い
と
い
っ
た
こ

と
や
、無
線
の
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
対
策
な
ど
、
観
光
面
以
外
に
も
活

用
で
き
ま
す
」

寺
社
の
観
光
サ
ー
ビ
ス
等
を
よ
り
充

実
さ
せ
る
た
め
に
も
、
今
後
I
C
T
の

導
入
は
不
可
欠
に
な
っ
て
く
る
に
ち
が
い

な
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

株
式
会
社
N
T
T
東
日
本
‐
南
関
東

東
京
事
業
部 

オ
フ
ィ
ス
I
C
T
部
門

T
E
L
 0
1
2
0-

3
4
7
8
9
9

受
付
時
間　

平
日
９
時
〜
17
時
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美山茅葺株式会社
〒601-0712
京都府南丹市美山町北高倉
69
TEL.0771-77-0649
http://www.cans.zaq.
ne.jp/miyama-kayabuki/

美
し
き
茅
葺

　
　
　

後
世
屋
根
の
風
景
を　

に
伝
え
残
す
た
め
に

1. 茅葺に使用するのは主に
九州・阿蘇山のススキ。土
壌が火山灰で質が良いのだ
という

2.3. 倉庫には常時約 20000
束のススキがストックされて
いる。 湿気の管理などにも
細心の注意が払われる

4. 登録有形文化財に指定さ
れている京都・浦嶋神社の
本殿

5. 京都・高台寺の境内に
ある茶室「遺芳庵」

6.「軒刈」と呼ばれる作業
を行う様子

7. 刃の厚い専用のカマは
鍛冶職人に依頼した特注品

8. 茅葺屋根への想いを語る
中野さん 1

2

3

4

5

68

数
多
く
の
茅
葺
民
家
が
現
存
し
、

1
9
9
3
（
平
成
５
）
年
に
は
国
の『
重

要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
』
に

も
指
定
さ
れ
た
京
都
府
・
美
山
町
北
。

生
ま
れ
故
郷
で
あ
る
こ
の
地
で
、
茅
葺

屋
根
工
事
専
門
の
「
美み

や
ま
か
や
ぶ
き

山
茅
葺
株
式

会
社
」
を
運
営
し
て
い
る
の
が
中
野
誠

さ
ん
だ
。
1
9
9
1
（
平
成
3
）
年
に

地
元
を
代
表
す
る
職
人
の
元
に
弟
子
入

り
し
、
約
7
年
間
の
修
業
を
経
て
独

立
。
以
来
、一般
民
家
の
み
に
留
ま
ら
ず
、

醍
醐
寺
や
浦
島
神
社
な
ど
全
国
の
寺

社
や
文
化
財
の
施
工
・
修
復
案
件
も
数

多
く
手
が
け
て
お
り
、
古
き
良
き
茅
葺

屋
根
の
魅
力
を
伝
え
る
様
々
な
活
動
に

も
尽
力
し
て
い
る
。

「
農
協
に
勤
め
て
い
た
私
に
転
機
が

訪
れ
た
の
は
、
22
歳
の
時
。イ
ギ
リ
ス

で
知
り
合
っ
た
方
に
、茅
葺
屋
根
が
連

な
る
美
山
の
写
真
を
見
せ
る
と
、
こ
と

の
ほ
か
感
動
さ
れ
ま
し
て
ね
。『
こ
ん
な

素
晴
ら
し
い
風
景
が
日
本
に
は
あ
る
の

か
！
』と
。あ
ま
り
に
身
近
で
気
に
も
留

め
て
い
な
か
っ
た
茅
葺
屋
根
で
し
た
が
、

私
が
こ
の
道
に
進
む
こ
と
は
運
命
づ
け

ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
」。

次
世
代
へ
の
継
承
に
も
注
力
し
て
い

る
中
野
さ
ん
の
元
で
は
現
在
、
多
く
の

若
手
職
人
が
修
業
に
励
ん
で
い
る
。「
ど

ん
な
に
素
晴
ら
し
い
文
化
で
も
、
い
っ

た
ん
火
を
絶
や
し
て
し
ま
え
ば
そ
こ
で

終
わ
り
。
日
本
が
世
界
に
誇
れ
る
茅
葺

屋
根
の
文
化
を
、
後
世
に
し
っ
か
り
伝

え
残
す
こ
と
が
私
の
使
命
だ
と
、
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
す
」。

7

職

人

技
伝
統
と
文
化
を
継
承
す
る
職
人
名
鑑
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臨
済
宗
二
大
遠
諱
、
中
村
元
東
方
学
院
勉
強
会
等
を
通
じ
て

多
角
的
な
視
点
で
大
乗
仏
教
を
学
び
、
そ
の
真
理
を
追
究

國友 憲昭
臨
済
宗
二
大
遠
諱
を
迎
え

精
力
的
に
協
力

臨
済
宗
は
今
年
「
臨
済
義ぎ

げ

ん玄
禅

師
1
1
5
0
年
」、そ
し
て
来
年
に

は
「
白は

く

い

ん

え

か

く

隠
慧
鶴
禅
師
2
5
0
年
」

と
い
う
大
き
な
遠
諱
が
立
て
続
け
に

行
わ
れ
る
。
両
遠
諱
の
さ
ま
ざ
ま
な

行
事
に
協
力
し
て
、
日
々
学
究
し
て

い
る
天
龍
寺 

塔
頭 

永よ
う
め
い
い
ん

明
院 

住
職 

國く
に
と
も
の
り
あ
き

友
憲
昭
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
2
0
1
6
年
に
京
都
国
立
博
物

館
、
東
京
国
立
博
物
館
で
開
催
さ
れ

た
『
禅 

心
を
か
た
ち
に
』
と
い
う
展

覧
会
で
法
話
と
坐
禅
会
を
行
っ
た
の

を
皮
切
り
に
、
各
都
市
の
会
場
で
は

大
坐
禅
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
講
演

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
に
応
じ
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
臨
済
宗
各
御
本

山
と
し
て
も
『
禅 

心
を
か
た
ち
に
』

展
や
臨
済
義
玄
禅
師
1
1
5
0
年

の
た
め
の
訪
中
事
業
な
ど
、
協
力
を

惜
し
ま
ず
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
」

ま
た
、
10
月
29
日
と
30
日
に
は
大

本
山
建
長
寺
と
大
本
山
円
覚
寺
で

1
0
0
0
人
規
模
の『
鎌
倉
大
坐
禅

会
』
が
『
臨
済
義
玄
禅
師
1
1
5
0

年
・
白
隠
慧
鶴
禅
師
2
5
0
年
遠

諱
』
の
記
念
企
画
と
し
て
開
催
さ
れ

る
。
こ
れ
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
臨

済
宗
と
黄
檗
宗
が
と
も
に
総
力
を
挙

げ
て
大
遠
諱
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
る
。

大
遠
諱
に
関
わ
る
行
事
は
東
京
、

京
都
を
は
じ
め
日
本
各
地
で
行
わ
れ

る
。
遠
諱
大
法
要
を
は
じ
め
各
地
の

寺
院
で
開
催
す
る
一
般
の
方
向
け
の

坐
禅
会
、
日
中
合
同
記
念
法
要
の

た
め
の
顕
彰
旅
行
な
ど
、
数
年
前
か

ら
企
画
さ
れ
て
き
た
も
の
が
よ
り
大

き
な
規
模
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

「
中
で
も
今
年
の
5
月
に
花
園
大
学

で
開
催
さ
れ
た
国
際
学
会
は
、
国
内

クローズアップ

臨済宗天龍寺派大本山天龍寺 塔頭

永明院 住職

３月１０日に大本山東福寺で営まれた、臨済禅師・白隠
禅師遠諱大法会－半斎の様子
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外
の
研
究
者
や
実
践
者
を
招
待
し
、

講
演
や
研
究
発
表
、
討
論
、
交
流
を

展
開
し
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
る

と
い
う
非
常
に
有
意
義
な
も
の
に
な

り
ま
し
た
」。
ま
た
、
来
年
の
5
月
12

日
に
も
花
園
大
学
で
“
白
隠
禅
師
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
京
都
”
と
い
う
タ
イ

ト
ル
で
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
白

隠
慧
鶴
禅
師
に
ま
つ
わ
る
研
究
内
容

が
発
表
さ
れ
る
。「
ほ
か
に
も
、
昨
年

か
ら
今
年
の
2
月
の
期
間
に
は
臨
済

禅
師
1
1
5
0
年
遠
諱
を
記
念
し
、

南
禅
寺
派
管
長
中な

か
む
ら
ぶ
ん
ぽ
う

村
文
峰
老
大
師

に
よ
る
臨
済
録
提
唱
が
大
本
山
南
禅

寺
に
て
8
月
を
除
い
た
毎
月
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
臨
黄
全

宗
派
が
一
丸
と
な
り
、
大
遠
諱
を
成

功
さ
せ
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
」
と

國
友
住
職
。

た
だ
い
て
い
ま
す
」

9
月
7
日
と
8
日
の
2
日
間
に
わ

た
っ
て
開
催
さ
れ
た
勉
強
会
の
テ
ー

マ
は
“
経
典
を
読
む
”。
両
日
午
前
と

午
後
に
わ
た
る
講
義
に
は
日
本
各
地

か
ら
若
い
僧
侶
や
仏
教
に
興
味
を
持

つ
一
般
の
人
々
が
集
ま
り
、
時
に
ユ
ー

モ
ア
を
交
え
な
が
ら
進
め
ら
れ
る
。

講
義
は
質
問
な
ど
も
飛
び
交
い
、
毎

回
白
熱
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

「
勉
強
会
の
テ
ー
マ
は
毎
回
参
加

者
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
を
参
考
に
し
つ

つ
、
時
事
の
タ
イ
ム
リ
ー
な
ト
ピ
ッ
ク

な
ど
も
取
り
入
れ
て
決
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
学
ん
だ
僧
侶
が
地
元
に
戻
っ

て
、
学
ん
だ
経
験
を
他
の
若
手
僧
侶

に
伝
え
る
と
い
う
試
み
も
な
さ
れ
て

お
り
、
今
年
は
佐
賀
県
や
静
岡
県
で

も
勉
強
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
こ
の
よ
う
に
学
び
の
裾
野
を
拡

大
す
る
と
い
う
役
割
も
担
う
こ
と
で
、

大
乗
仏
教
が
よ
り
広
く
伝
わ
れ
ば
良

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勉
強

会
と
は
異
な
り
ま
す
が
、
今
後
は
原

始
仏
教
を
学
ぶ
上
で
重
要
な
場
所
で

あ
る
タ
イ
で
の
僧
侶
体
験
を
経
験
で

き
る
企
画
も
進
行
し
て
お
り
、
宗
派

の
垣
根
を
越
え
て
人
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と

ア
イ
デ
ア
を
練
っ
て
い
る
最
中
で
す
」

宗
派
を
超
え
る
こ
と
で
時
に
問
題

が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
も
の
の
、
仲

間
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
國
友
住
職
の
行

動
力
に
多
く
の
人
が
賛
同
し
て
い
る
。

日
々
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
発
想
で
大

乗
仏
教
を
広
げ
る
こ
と
に
取
り
組
む

國
友
住
職
に
そ
の
活
動
の
源
に
つ
い

て
尋
ね
て
み
た
。

「
自
分
自
身
の
テ
ー
マ
は
楽
し
み

な
が
ら
、
ま
ず
み
ん
な
で
取
り
組
む

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
坐
禅
会
や
法

話
会
に
対
す
る
姿
勢
も
同
じ
で
、
自

分
が
楽
し
む
こ
と
で
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
発
想
が
生
ま
れ
て
く
る
。
そ
し
て

大
乗
仏
教
を
楽
し
く
幸
せ
に
学
べ
る

こ
と
を
考
え
て
、
そ
れ
を
ど
う
実
行

す
る
か
を
突
き
詰
め
、
最
終
的
に
は

人
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
道
標

に
し
て
い
ま
す
」

独
自
の
勉
強
会
を
通
じ

宗
派
を
超
え
て
仏
教
を
学
ぶ

そ
の
精
力
的
な
活
動
意
欲
は
、
約

7
年
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
勉
強

会
に
対
し
て
も
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

「
現
在
行
っ
て
い
る
勉
強
会
の
前
身
は

だ
い
た
い
7
年
前
頃
に
始
め
た
も
の

が
最
初
で
、
当
初
か
ら
宗
派
は
も
と

よ
り
、
僧
侶
、
一
般
の
方
な
ど
の
区

別
な
く
、
仏
教
を
学
び
た
い
人
に
広

く
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
し
て

若
手
僧
侶
に
学
ぶ
機
会
を
作
り
た
い

と
い
う
2
つ
が
大
き
な
テ
ー
マ
で
し

た
。
現
在
は
中な

か
む
ら
は
じ
め

村
元
東
方
学
院
と
共

同
開
催
で
の
勉
強
会
を
企
画
し
、
東

方
学
院
と
も
縁
の
深
い
、
花
園
大
学

佐さ

さ

き

し

ず

か

々
木
閑
教
授
を
お
招
き
し
て
毎
回

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
集
中
講
義
を
し
て
い

臨済宗天龍寺派
大本山天龍寺 塔頭  

永明院
〒 616-8385
京都市右京区嵯峨天龍寺
芒ノ馬場町 60
TEL.075-861-3249
http://www.youmeiin.com/

プロフィール

國
く に と も

友 憲
の り あ き

昭　
米サンフランシスコの広告会社でデザイナーとして活動しながらも
1987（昭和 62）年に一旦帰国し宮城県松島瑞厳寺の専門道場
に入門し、翌々年に永明院副住職を拝命。
同年、再び渡米し貿易やレストラン経営、店舗デザインなどを手掛け
るが、1997（平成 9）年に永明院の住職死去に伴い 2001（平成
13）年に本格的に帰国。2007（平成 19）年に天龍寺第一教区
宗務支所長を拝命、現在は天龍寺派教学部長に就任、タイの仏教
大学で講演を行うなど日本のみならず国際的に活躍する。

9月8日の勉強会の様子

３月３日～９日の7日間にわたって、全国の僧堂の雲水（修行
僧）が約200人参集し、報恩接心が行われた

勉強会では佐々木閑教授による講義が行われた
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と
で
、
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
認
定
の
申
請
は

年
に
1
回
、
文
化
庁
が
都
道
府
県

教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
日
本
遺
産

認
定
の
希
望
に
関
す
る
募
集
を
行

う
。
日
本
遺
産
の
申
請
者
は
市
町
村

と
し
、
文
化
庁
へ
の
申
請
は
都
道
府

県
教
育
委
員
会
を
経
由
し
て
提
出

し
、
日
本
遺
産
審
査
委
員
会
に
お
い

て
、
審
査
基
準
に
基
づ
く
審
査
を
経

て
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
る
。
認
定

に
よ
り
地
域
住
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
再
確
認
や
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド

化
、
ひ
い
て
は
地
方
創
生
に
繋
が
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

信
仰
と
湯
治
の

密
接
な
つ
な
が
り
で

独
特
の
世
界
観
を
具
現
化

日
本
遺
産
認
定
第
１
号
で
も
あ
る

鳥
取
県
三
朝
町
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
タ

イ
ト
ル
は
、「
六
根
清
浄
と
六
感
治

癒
の
地
〜
日
本
一
危
な
い
国
宝
鑑
賞

と
世
界
屈
指
の
ラ
ド
ン
泉
〜
」。
鳥

取
県
三
朝
町
は
、
県
の
ほ
ぼ
中
央
に

2
0
1
5
（
平
成
27
）
年
４
月
、

文
化
庁
は
日
本
遺
産
審
査
委
員
会

の
審
議
を
経
て
、
申
請
が
あ
っ
た
83

件
の
中
か
ら
18
件
を
「
日
本
遺
産
」

と
し
て
認
定
し
た
。
こ
の
日
本
遺
産

は
2
0
1
3（
平
成
25
）年
に「
ク
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
」
戦
略
の
一
環
と
し
て
政

府
が
打
ち
出
し
た
施
策
で
、
遺
跡
や

寺
社
、
伝
統
芸
能
な
ど
の
有
形
・
無

形
の
文
化
財
群
を
ツ
ー
ル
に
、
文
化

財
が
継
承
・
保
存
さ
れ
て
い
る
歴
史

的
経
緯
や
風
習
な
ど
を
踏
ま
え
な
が

ら
明
確
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
い
か

に
そ
の
地
域
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る

か
と
い
う
〝
ス
ト
ー
リ
ー
〟
が
重
要

と
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
遺
産
そ
の
も
の
を
〝
点
〟
と
し
て

認
定
保
存
す
る
だ
け
で
な
く
、
広
範

囲
に
点
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
遺
産
を

〝
面
〟
と
し
て
捉
え
て
認
定
、
活
用

す
る
と
い
う
新
し
い
試
み
だ
。

世
界
遺
産
は
登
録
さ
れ
る
文
化

財
の
価
値
付
け
を
行
い
、
保
護
を
担

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
日

本
遺
産
は
地
域
に
点
在
す
る
遺
産
を

「
面
」
と
し
て
活
用
し
、
発
信
す
る
こ

位
置
す
る
。
三
朝
温
泉
か
ら
さ
ら
に

東
へ
９
キ
ロ
ほ
ど
進
む
と
、
神
仏
習

合
の
三み

と
く
さ
ん
さ
ん
ぶ
つ
じ

徳
山
三
佛
寺
が
あ
る
。

こ
の
三
徳
山
と
三
朝
温
泉
の
つ

な
が
り
は
深
い
。
今
か
ら
お
よ
そ

８
５
０
年
前
に
源
頼
朝
の
父
・
源
義

朝
の
家
臣
で
あ
る
大お

お

く

ぼ

さ

ま

の

す

け

久
保
左
馬
之
祐

が
三
徳
山
に
参
拝
す
る
途
中
、
白
狼

を
助
け
た
こ
と
に
よ
り
、
妙
見
菩
薩

か
ら
授
け
ら
れ
た
の
が
三
朝
温
泉
と

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
三
朝

温
泉
は
身
体
を
、
三
徳
山
は
心
を
清

め
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
発
展
、
現

在
も
そ
の
形
態
は
受
け
継
が
れ
て
い

る
。こ

う
し
た
歴
史
的
な
物
語
が
背

景
と
な
り
、
2
0
1
5
（
平
成
27
）

年
４
月
日
本
遺
産
と
な
っ
た
。
三
徳

山
の
修
行
で
、「
六
根
（
目
、
耳
、
鼻
、

舌
、
身
、
意
）」
が
清
め
ら
れ
、
さ
ら

に
三
朝
温
泉
の
湯
治
で
、「
六
感
（
観
、

聴
、香
、味
、触
、心
）」
が
癒
さ
れ
る
。

三
徳
山
信
仰
と
温
泉
湯
治
が
深
く
つ

な
が
っ
て
い
る
と
い
う
物
語
が
類
い
稀

な
世
界
観
を
具
現
化
し
て
い
る
点
が

評
価
さ
れ
、「
六
根
清
浄
と
六
感
治

癒
の
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
。

鳥取県三朝町 × 三徳山三佛寺
「六根清浄と六感治癒の地

〜日本一危ない国宝鑑賞と世界屈指のラドン泉〜」

文化庁が地域の歴史的魅力や特色を通じて日本の文化・伝統を語る
ストーリーを「日本遺産」として認定する取り組みが2015（平成27）年
より始まり、現在では18の日本遺産が認定されている。
本シリーズでは、日本遺産の構成要素として大きな位置付けとなっている
寺社に注目し、認定までの取組み、地域との連携について紹介する。

シリーズ「日本遺産と寺社」 Vol.1

歴
史
的
な
経
緯
や
風
習
、

〝
ス
ト
ー
リ
ー
〟で
地
域
の
魅
力
を

伝
え
る
日
本
遺
産

投入堂　ⓒ鳥取県

日本遺産
ロゴマーク
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存
在
感
で
訪
れ
る
人
を
魅
了
す
る
。

そ
れ
が
「
日
本
一
危
な
い
国
宝
鑑
賞
」

と
い
わ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。

そ
ん
な
三
徳
山
で
知
ら
れ
る
鳥
取

県
三
朝
町
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
る
ま
で
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
三

徳
山
三
佛
寺
住
職
の
米よ

ね
だ
り
ょ
う
ち
ゅ
う

田
良
中
さ
ん

と
、
三
朝
町
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
主
幹
の
藤ふ

じ
い
の
り
よ
し

井
紀
好
さ
ん
に
お
伺

い
し
た
。

体
験
を
通
じ
て

歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
日
本
遺
産

三
徳
山
・
三
朝
温
泉
の
日
本
遺
産

登
録
へ
の
出
発
点
は
「
地
域
の
人
々

に
目
に
見
え
る
形
で
日
本
の
魅
力
、

宝
が
地
域
に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
」
と
藤

井
さ
ん
。
三
徳
山
に
つ
い
て
は
以
前
か

ら
有
志
た
ち
が「
三
徳
山
を
守
る
会
」

を
組
織
し
、
環
境
保
全
活
動
な
ど
を

行
っ
て
き
た
。
ま
た
、2
0
0
6
（
平

成
18
）
年
に
当
時
の
県
知
事
・
片

山
氏
が
三
徳
山
に
登
っ
た
後
、「
三
徳

山
は
鳥
取
の
宝
、
日
本
の
宝
、
世
界

の
宝
」と
話
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、

官
民
挙
げ
て
世
界
遺
産
登
録
推
進
へ

の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
た
。
こ
う

し
た
動
き
を
背
景
に
三
朝
町
教
育
委

員
会
で
は
日
本
遺
産
認
定
へ
向
け
、

三
徳
山
と
の
関
わ
り
も
深
い
三
朝
温

泉
も
含
め
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築
し

た
の
だ
。

そ
の
際
、「
単
な
る
観
光
情
報
で

は
な
く
、
歴
史
的
背
景
や
伝
承
を
整

理
し
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
物
語
を

描
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
あ
っ
た
文

化
財
な
ど
、
こ
れ
ま
で
見
過
ご
し
て

い
た
も
の
を
掘
り
起
こ
す
き
っ
か
け

に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ほ
か
の

日
本
遺
産
は
『
知
っ
て
勉
強
に
な
る
、

知
識
が
豊
か
に
な
る
』
と
い
っ
た
面

が
大
き
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、
三

徳
山
と
三
朝
温
泉
は
『
汗
を
か
い
て

山
に
登
る
・
温
泉
に
入
る
』
と
い
っ

た
体
験
を
重
視
し
た
側
面
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
外
国
人
観
光
客
に

も
言
葉
を
必
要
と
せ
ず
、
日
本
の
素

晴
ら
し
さ
が
伝
わ
る
の
で
は
と
考
え

ま
し
た
」
と
藤
井
さ
ん
は
振
り
返
る
。

一
方
、
米
田
住
職
は
「
日
本
遺
産

が
目
指
し
て
い
る
の
は
、『
光
を
観
る

＝
観
光
』
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
日
本
遺
産
登
録
推
進
の

際
に
は
、
三
徳
山
は
神
様
の
光
を
見

ら
れ
る
『
祈
り
の
山
』
で
あ
る
こ
と
、

神
様
や
仏
様
の
力
を
い
た
だ
い
て
蘇

生
す
る
体
験
が
重
要
だ
と
お
伝
え
し

ま
し
た
」
と
話
す
。

圧
倒
的
な
存
在
感
で
魅
了
す
る

急
峻
な
地
形
と
特
異
な
景
観

三
徳
山
の
開
山
は
７
０
６
（
慶
雲

３
）
年
。
役え

ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ

行
者
が
ハ
ス
の
花
び
ら

を
３
枚
散
ら
し
て
、「
仏
教
に
縁
の
あ

る
と
こ
ろ
に
落
ち
よ
」
と
祈
っ
た
と
こ

ろ
、
１
枚
が
吉
野
に
、
１
枚
が
伊
予

国
に
、
最
後
の
１
枚
が
三
徳
山
に
落

ち
た
た
め
、
修
験
道
の
行
場
と
な
っ

た
の
が
は
じ
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
る
。

2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
に
は

自
然
環
境
の
希
少
性
や
優
れ
た
自

然
景
勝
地
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
大
山
隠
岐
国
立
公
園
に
編
入
さ

れ
て
い
る
。

三
徳
山
が
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て

い
る
理
由
は
、
山
岳
修
験
の
急
峻
な

地
形
と
神
仏
習
合
の
独
特
の
建
物
が

点
在
す
る
特
異
な
景
観
だ
。
参
拝

登
山
事
務
所
か
ら
国
宝
に
指
定
さ
れ

て
い
る
投な

げ
い
れ
ど
う

入
堂
ま
で
は
、
標
高
差
約

２
０
０
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
山
中
に
は

文
殊
堂
や
鐘
楼
堂
、
観
音
堂
な
ど
が

点
在
す
る
。
な
ん
と
い
っ
て
も
断
崖

絶
壁
の
中
腹
に
あ
る
岩
の
く
ぼ
み
に

建
て
ら
れ
た
投
入
堂
は
、
圧
倒
的
な

歴
史
的
背
景
や
文
化
財
な
ど
を
生
か
し
、

三
徳
山
と
三
朝
温
泉
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
構
築

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
：三
徳
山
三
佛
寺
／
三
朝
町
教
育
委
員
会

(右)六根清浄の「鼻」にあたる三徳山三佛寺の本堂
(中)三徳山三佛寺 住職　米田良中さん
(左)三朝町教育委員会 社会教育課 主幹  藤井紀好さん

17 Vol.1 1



天台宗  

三徳山三佛寺
〒 682-0132
鳥取県東伯郡三朝町三徳
1010
TEL.0858-43-2666
http://www.mitokusan.jp/

【取材協力】

三朝町教育委員会社会教育課
〒 682-0195
鳥取県東伯郡三朝町大瀬 999 番地２
TEL.0858-43-3518
http://www.town.misasa.tottori.jp/315/319/446/332/

文化庁ホームぺージ
「日本遺産（Japan Heritage）」について
http://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/nihon_isan/

日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
て
か
ら

は
、
三
朝
温
泉
を
訪
れ
る
観
光
客

が
2
0
1
4
（
平
成
26
）
年
度
の

36
万
６
千
人
か
ら
39
万
１
千
人
に
増

え
、
中
で
も
外
国
人
観
光
客
は
４
千

人
か
ら
８
千
４
０
０
人
に
倍
増
し

た
。
と
く
に
ア
ジ
ア
圏
の
外
国
人
観

光
客
が
多
く
、「
海
外
か
ら
の
誘
客

も
日
本
遺
産
の
目
的
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ガ
イ
ド
の
作
成
、
看
板
の
設
置
な

ど
も
進
め
て
い
ま
す
」
と
藤
井
さ
ん
。

半
面
、
三
徳
山
で
は
参
拝
者
の

増
加
に
伴
い
、
山
が
傷
ん
で
崩
壊

す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
声
も
挙
が
っ

た
。
三
徳
山
は
参
拝
す
る
際
、
安
全

に
配
慮
し
、
入
山
の
際
に
服
装
と
靴

の
チ
ェッ
ク
を
受
け
る
。
こ
の
時
、
山

の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
金
具
の
つ
い
た

登
山
靴
も
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
米
田

住
職
は
「
安
全
上
、
有
料
の
わ
ら
じ

を
履
い
て
い
た
だ
く
な
ど
の
対
策
を

取
っ
て
い
ま
す
が
、
来
年
以
降
は
山

を
守
る
た
め
の
活
動
『
山や

ま
も
り護

運
動
』

も
検
討
中
で
す
。
協
力
者
に
麻
袋
を

運
ん
で
い
た
だ
き
、
補
修
を
お
手
伝

い
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
運
動
で
す
」

と
話
す
。

三
徳
山
と
三
朝
温
泉
が
連
携
し
た

行
事
「
春
の
御
幸
行
列
」

三
徳
山
と
三
朝
温
泉
を
広
く
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
、

三
徳
山
、
そ
し
て
地
域
の
協
力
も
不

可
欠
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
も
と

も
と
、
参
拝
者
が
三
朝
温
泉
に
宿
泊

す
る
ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
三
徳
山
と
三
朝
温
泉
の
連
携
の

素
地
は
で
き
て
い
た
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
連
携
を
具
現
化
し
て
い

る
行
事
が
「
春
の
御
幸
行
列
」
だ
。

こ
れ
は
開
山
１
３
０
０
年
に
あ
た

る
2
0
0
6
（
平
成
18
）
年
に
復

活
し
た
三
徳
山
の
節
目
と
な
る
イ
ベ

ン
ト
。
通
常
、
本
堂
か
ら
御
旅
所

ま
で
行
列
を
行
う
が
、
年
に
よ
っ
て

は
三
朝
温
泉
ま
で
の

「
大
回
り
」
を
行
う
。

2
0
1
7
（
平
成

29
）
年
４
月
29
日
に

開
催
す
る
御
幸
行
列

で
も
大
回
り
を
行
う

予
定
だ
。

ま
た
、
三
朝
温
泉

で
は
毎
年
、
ラ
ジ
ウ

ム
の
発
見
者
で
あ
る

三朝温泉河原風呂　ⓒ鳥取県

三徳山文殊堂と地蔵堂　ⓒ鳥取県

キ
ュ
リ
ー
夫
人
の
功
績
を
称
え
、『
キ
ュ

リ
ー
祭
』
を
開
催
し
て
い
る
。
米
田

住
職
は
「
参
加
者
に
は
ぜ
ひ
、
六
根

清
浄
の
袈
裟
を
か
け
て
三
徳
山
に

登
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
」
と
期

待
す
る
。

県
内
外
に
日
本
遺
産
を
広
め
、

認
知
度
を
高
め
る
こ
と
が
課
題

三
朝
町
教
育
委
員
会
で
は
、
県
内

外
の
観
光
施
設
な
ど
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

や
ポ
ス
タ
ー
を
送
り
Ｐ
Ｒ
に
努
め
る

ほ
か
、
鳥
取
県
の
支
援
策
と
し
て
三

徳
山
へ
の
道
の
途
中
の
案
内
板
の
裏

面
を
活
用
し
、
日
本
遺
産
の
広
報
を

行
っ
た
り
、
昨
年
行
わ
れ
た
「
ア
ジ

ア
ト
レ
イ
ル
ズ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
鳥
取

大
会

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
も
「
日
本
遺
産
三
朝
温
泉
・

三
徳
山
ト
レ
イ
ル
」
と
い
う
８
．
７

キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
用
意
。
今
年
は
鳥

取
県
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
世
界
大

会
「
W
T
C
鳥
取
大
会
」
で
も
三

朝
温
泉
か
ら
三
徳
山
ま
で
歩
く
約
９

キ
ロ
の
コ
ー
ス
「
三
朝
温
泉
と
三
徳
山

の
歴
史
を
た
ど
る
日
本
遺
産
参
詣
の

道
」
を
設
定
し
、
認
知
度
を
上
げ
る

た
め
県
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
る
。

「
行
政
は
日
本
遺
産
の
認
知
度
を

高
め
る
た
め
に
、
継
続
的
な
取
り
組

み
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
2
0
2
0
年
に
日
本
遺
産
が

1
0
0
件
に
な
っ
た
時
、
三
徳
山
・

三
朝
温
泉
が
埋
も
れ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
ほ
か
と
の
差
別
化
を
図
る
こ

と
も
大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
特
色
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
鍵
と
な
る

の
で
は
」
と
藤
井
さ
ん
。

米
田
住
職
は
「
三
徳
山
は
関
西
で

は
あ
る
程
度
、
知
名
度
が
あ
り
ま
す

が
、
関
東
で
は
ま
だ
ま
だ
。
日
本
遺

産
と
な
っ
た
こ
と
で
補
助
金
を
い
た

だ
き
、
広
報
活
動
が
し
や
す
く
な
っ

た
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
今

後
は
首
都
圏
以
北
へ
の
P
R
活
動

に
力
を
入
れ
た
い
で
す
ね
」
と
期
待

を
高
め
る
。

日
本
遺
産
認
定
を
弾
み
に
、
三
徳

山
・
三
朝
温
泉
の
魅
力
を
発
信
し
、

地
域
振
興
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。
そ

れ
こ
そ
が
こ
の
地
域
の
人
々
が
望
む

ス
ト
ー
リ
ー
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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嶝 牧夫
株式会社朱鷺書房　代表取締役

2007（平成19）年に急逝した兄の後を継ぎ株式会社朱鷺書房の代表取締役に就任。
奈良の寺院について興味を持ったことをきっかけに神社仏閣について学ぶように。現在
は自ら霊場を巡って取材に携わる。

朱鷺書房がこれまで発行してきた巡礼本 同社の倉庫には日本全国の巡礼本が保管
されている

1975（昭和 50）年創業の朱
と き

鷺書房は、宗教
や教育などの書籍を主に扱う出版社。現在までに
68 冊の巡礼本を出版し、その 95% が霊場公式本
という。自身も取材で各地の霊場を巡る嶝

さ こ ま き お

牧夫さん
に巡礼本を手掛けるようになった経緯を聞いた。

「私の入社時には既に巡礼本の第一人者である
故・下

し も や す ば よ し は る

休場由晴先生や富
と み な が こ う へ い

永航平先生と懇意にさせ
ていただいていましたが、巡礼本発行のきっかけと
なったのは、創業時からご縁があった真言宗の僧籍
を持つ安

あ べ の り ゅ う せ い

倍野竜正先生です。安倍野先生に最初に
『生かせいのち』という書籍を執筆頂き、その後浅
草寺第 27 世貫主だった清

しみずたにこうしょう

水孝尚先生に『観音巡
礼のすすめ』を、宮

み や ざ き に ん し ょ う

崎忍勝先生に『四国遍路』を
執筆して頂いたのが契機だと聞いています。こういっ
た先生方とのご縁が現在の当社の礎となっていま
す」。したがって、朱鷺書房が発行する巡礼本は観
光ガイド的な内容にとどまらないのが特徴となる。「当
社のモットーは現代人の心を見つめる息が長い書籍
を世に出すことですが、宗教関連の書物や巡礼本
はその代表的存在だといえます。私も各地の巡礼を
するようになり、巡礼本を手掛ける上でより“お寺か
らの声”を届けたいと願うようになりました。単なるガ
イドに終始せず、法話を掲載しているのも当社の巡
礼本の特徴ですね」

巡礼本を作成するにあたり、中には非常に印象
深いエピソードも。「感慨深いのは 2010 年 10 月
に取材をした『東北三十六不動尊霊場ガイド』です。
編集作業をしていた翌年 3 月に東日本大震災が起
こり、多くのお寺が甚大な被害を受けました。特に
陸前高田市の金剛寺は全てが津波に飲まれ、残っ
たのは高台にあった不動堂だけ。『東北三十六不
動尊霊場ガイド』は震災前の貴重な写真を掲載し
製作中だったため、復興の一端となればと前倒しで
出版しました」。この『東北三十六不動尊霊場ガイ
ド』には金剛寺の在りし日の美しい景色と立派な本
堂が掲載されている。「これが復興に役立てばと願っ
てやみません。今後も復興のお手伝いするだけでな
く、まだ世に知られていない霊場を紹介し、多くの人
に霊場巡りの素晴らしさを伝えたいと考えています」

多くの縁に彩られた「巡礼本出版」の道

霊場巡りの素晴らしさを
伝える立役者として
自らも取材へ

巡礼本が東北復興に役立つことを願って

株式会社朱鷺書房
〒 533-0031　大阪市東淀川区西淡路 1-1-9 ビジネス新大阪 1F
TEL. 06-6323-3297　　http://www.tokishobo.co.jp/

活 性 人
寺社を活性化させる
キーパーソンに聞く
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今夏、世界遺産・下鴨神社で、神秘的な光と歴史的空
間が織りなすアートイベント「下鴨神社 糺

ただす

の森の光の祭 Art 
by teamLab supported by beachwalkers.」が開催された。
会期中、2 種のアート作品「呼応する木々─下鴨神社 
糺の森」「呼応する球体─下鴨神社 糺の森」が展示さ
れ、多くの観光客を魅了した。

プロデュースを手がけたのは、プログラマ、エンジニア、
数学者など様々な分野のスペシャリストから構成されるウル
トラテクノロジスト集団、チームラボ。最先端技術を駆使
した画期的な作品で話題を集める彼らの初めて下鴨神社
と行うイベントとあり、その全貌に世界が注目した。「呼応
する木々」では糺の森の山道沿いの木々をライトアップ。
鑑賞者や動物がその近くを通ると光の色が変化し、音色
を奏でながらその光が他の木へ次々と伝播していくといっ
た幻想的な世界を演出。また「呼応する球体」では桜
門内に設置された光の球体がまるで呼吸しているかのよう
な空間を創造。球体に衝撃を加えると色が変化し、その
色特有の音色を響かせながらまわりの球体にも光が広まっ
ていくという神秘的な作品を創り上げた。

今回の下鴨神社とチームラボによるコレボレーションの
目的の一つには“京都の文化価値向上”があり、今後も
永続的な開催を目標としているとのこと。京都の夏を彩る
恒例行事となるよう、来年の開催も楽しみにしておきたい。
http://light-festival.team-lab.net/

下鴨神社とチームラボが初コラボ
世界遺産が光のアート空間に

岐阜市の「伊
い な ば じ ん じ ゃ

奈波神社」と本巣市下真桑に工場を構える
老舗米菓製造販売会社「だるま堂製菓」が、三重県伊勢
市の二見浦から同神社に奉納されている「岩戸の塩」を使用
した「岩戸の塩 バタークッキー」を開発 ･ 発売した。夫婦岩
などで知られる二見浦は、佐

さ み つ ひ め の み こ と

見都日女命が倭
やまとひめのみこと

姫命に堅塩を献
上した製塩の歴史があり、かつて二見興玉神社の神職だった
東
ひ が し み ち ひ と

道人宮司が「天岩戸伝説」にちなんで「岩戸の塩」と命名。
それを機に、2001（平成 13）年から二見町の住民が伊奈波
神社に「岩戸の塩」を奉納している。「岩戸の塩」は現在も
海水のみを原料に伝統的な釜炊き製法で作られている無添加
の天然塩で、ミネラル成分が豊富なことから女性を中心に話題
を集めている。

そんな体にも優しい塩を練りこんだ「岩戸の塩 バタークッ
キー」(700 円、税込 ) は昔懐かしいシンプルなバター風味が
特徴で、女性や子供はもちろん、男性にも喜ばれる味に仕上
がっている。クッキーは、伊奈波神社 ( 岐阜県岐阜市伊奈波
通 1 丁目1 番地 )とだるま堂製菓直売店「谷汲あられの里」（揖
斐川町谷汲名礼 459-288) で販売している。

伊奈波神社と老舗米菓子製造会社が
奉納塩を使ったクッキーを発売

「呼応する木々」（上）と「呼応する球体」（下）

右：伊奈波神社 東道人宮司　左：だるま堂製菓 奥田弘男社長
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行政・観光のトレンド情報をリポート

行 政・観 光 リ ポ ー ト

南知多町の大井港を望む聖崎の双子島に立つ弘法大師像。その昔、
弘法大師が三河からこの地に上陸したとの伝承にちなむ。

観光地域づくりの舵取り役として期待される
日本版DMO候補法人に
「知多半島観光事業協会」が登録

観光スタイルが団体型から個人型へ大きく移行するな
か、新しい観光地域振興の推進体制として注目されて
いる DMO(Destination Management/Marketing 
Organization）。人口減少・少子高齢化に直面する我
が国の最重要課題・地方創生においての新たなキーワー
ドである。昨年 11 月には、観光庁において日本版
DMO の候補となりうる法人「日本版 DMO 候補法人」
の登録制度が創設された。

日本版 DMOを中心として観光地域づくりを行うこと
についての多様な関係者の合意形成や、各種データ
等の継続的な収集・分析、データ等に基づく明確なコ
ンセプトに基づいた戦略の策定、KPI( 重要業績評価
指標)の設定・PDCAサイクルの確立など、具体的な「日
本版 DMO 形成・確立計画」を観光庁に提出し、登
録条件を満たしていると認められた日本版 DMO 候補法
人が次 と々公表されるなか、7 月にも第 4 弾となる 7 つ
の候補法人の登録が行われた。そのなかの 1 つに選
ばれた「一般社団法人 知多半島観光事業協会」の
取り組みに注目してみたい。

日本版 DMO 候補法人の第 4 弾に
「( 一社 ) 知多半島観光事業協会」が登録

愛知県の南知多町、美浜町で知多半島南部の観
光協会や観光業者が中心となり日本版DMO候補法人

「一般社団法人 知多半島観光事業協会」を設立。
当該区域内の来訪者数はピーク時から減少の途をた
どっており、日本版 DMO 発足を機に、将来的には知
多半島全域を着地周遊型および宿泊型の観光地とし、
国内外問わず老若男女に訴える観光地域づくりを目指
している。観光庁に提出した「日本版 DMO 形成・確
立計画」においては、外国人観光入込客低迷の要因
をアンケート調査で詳しく分析し、日本版 DMO が自律
的・継続的に活動するための重点的なマーケティング
戦略を発表。地域の「稼ぐ力」を引き出し、地域へ
の誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点にたっ

た観光地域づくりの舵取り役として、今後の取り組み
に期待を集めている。

日本版 DMO を中心とした
観光関連事業との連携の重要性

もともと風光明媚な知多半島は多くの観光資源に恵
まれているが、歴史面においても弘法大師が東国巡錫
の途中に上陸した聖地といわれ、98 のお寺から構成さ
れる「知多四国霊場」がある。2018（平成 30）年には

「知多四国霊場会開創 210 年」を迎え、昨今知多
四国巡りがさらに盛り上がりを見せている。

日本版 DMO に登録された「一般社団法人 知多半
島観光事業協会」、歴史ある「知多四国霊場会」を
はじめ、宗教や行政、関連団体、事業者の枠を超え
た連携と戦略が、観光地域確立の今後ますます重要
なポイントとなってくるだろう。
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埼
玉
県
川
越
市
に
あ
る
喜き

た

い

ん

多
院
。

別
名
「
川
越
大
師
」
と
呼
ば
れ
る
こ

の
お
寺
に
は
、
日
本
三
大
羅
漢
の
一つ

に
も
数
え
ら
れ
る
五
百
羅
漢
が
あ
る
。

中
央
に
釈
迦
如
来
、
脇
侍
の
文
殊
普

腎
の
両
菩
薩
を
配
し
、
十
大
弟
子
、

十
六
羅
漢
を
含
め
全
部
で
５
３
８
体

の
羅
漢
像
が
鎮
座
す
る
。
こ
の
羅
漢

は
１
７
８
２(

天
明
２)

年
、
北
田
島

村(

現
、
川
越
市)

の
百
姓
で
、
後

に
出
家
し
志し

じ
ょ
う誠

と
称
し
た
人
物
が
発

願
し
、
建
て
始
め
た
と
い
う
。
当
時

は
浅
間
山
の
噴
火
な
ど
で
、飢
饉
だ
っ

た
頃
。
そ
れ
ゆ
え
、
天
変
地
異
に
よ

り
亡
く
な
っ
た
方
へ
の
供
養
や
五
穀

豊
穣
を
願
い
建
立
さ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
る
。
創
建
中
に
志
誠
は
亡
く

な
る
が
、
そ
の
遺
志
を
喜
多
院
の
僧

侶
た
ち
が
継
ぎ
、
約
５
０
年
も
の
歳

月
を
か
け
て
創
ら
れ
た
。

五
百
羅
漢
の
表
情
は
、
笑
う
の
あ

り
、
泣
く
の
あ
り
、
怒
る
の
あ
り
と

実
に
多
様
。「
羅
漢
と
は
、
阿
羅
漢
の

略
。
つ
ま
り
、
も
と
は
僧
侶
、
人
間

で
す
。
人
の
心
の
喜
怒
哀
楽
を
素
直

に
表
現
し
た
か
ら
こ
そ
、
様
々
な
表

情
が
あ
り
、
苦
し
い
時
代
を
生
き
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
表
情
に
込
め
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
塩
入
秀
知

住
職
。
夜
中
に
詣
っ
て
羅
漢
の
頭
を
一

つ
ず
つ
撫
で
て
歩
く
と
、
必
ず
一つ
温

か
い
も
の
に
い
き
つ
く
。
そ
れ
は
、
亡

く
な
っ
た
親
兄
弟
の
顔
に
似
て
い
る

と
い
わ
れ
て
い
る
。

人
の
喜
怒
哀
楽
を
捉
え
た
市
指
定
有
形
民
俗
文
化
財

五
ご

ひ

ゃ

く百
羅ら

か

ん漢

（上）多用な表情と仕草の五百羅漢。
（下）中央に釈迦如来、脇侍の文殊普腎の
両菩薩を配している

天台宗
星野山 喜

き た い ん

多院
〒350-0036
埼玉県川越市小仙波町1-20-1　
TEL：049-222-0859
http://www.kawagoe.com/kitain/

うちのお宝神社・仏閣に隠された宝物を逸話とともにご紹介

OTAKARA
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（上）拝殿の軒下の彫刻
（右）拝殿の背面にある「仙人の烏鷺」の彫刻
（左上）拝殿琵琶板彫刻部分
（左下）多くの彫刻が施された拝殿背面

箭
や き ゅ う い な り じ ん じ ゃ

弓稲荷神社
〒355-0028
埼玉県東松山市箭弓町2-5-14
TEL：0493-22-2104
http://www.yakyu-inari.jp/

７
１
２(

和
銅
５)

年
に
創
建
さ

れ
た
箭や

き
ゅ
う
い
な
り
じ
ん
じ
ゃ

弓
稲
荷
神
社
。
権
現
造
り

の
現
在
の
社
殿
は
１
８
４
３(

天
保

14)

年
に
建
立
。
龍
、
獅
子
、
獏
、

鶴
、
鳳
凰
と
い
っ
た
モ
チ
ー
フ
や
中

国
故
事
「
黄
石
公
と
張
良
」「
項
羽

と
劉
邦
」、「
三
条
小
鍛
冶
」
な
ど

を
題
材
に
し
た
様
々
な
彫
刻
が
あ
し

ら
わ
れ
、
そ
の
精
緻
さ
が
際
立
つ
。

こ
の
彫
刻
を
手
が
け
た
の
は
、
国

宝
で
あ
る
妻め

ぬ
ま
し
ょ
う
て
ん
ざ
ん

沼
聖
天
山
の
彫
刻
に

携
わ
っ
た
石い

し
は
ら
ぎ
ん
ぱ
ち
の
よ
し
あ
き

原
吟
八
義
明
の
門
人
・

飯い

い

だ

せ

ん

の

す

け

田
仙
之
助
。
そ
れ
ゆ
え
、
石
原
流

の
高
い
技
術
が
駆
使
さ
れ
て
い
る
。

数
あ
る
神
社
彫
刻
の
中
で
も
珍
し

い
の
は
本
殿
の
軒
下
に
あ
る
彫
刻
「
二

頭
の
一
角
霊
獣
」。
頭
に
一
角
を
持
っ
た

二
頭
の
霊
獣
は
、
そ
の
姿
形
か
ら
龍

の
長
で
あ
る
蚪き

ゅ
う
り
ゅ
う龍

の
よ
う
に
も
見
え

る
。
本
殿
の
背
面
に
あ
る
見
事
な
彫

刻
は
「
仙
人
の
烏う

ろ鷺
」。
樵き

こ
り

が
仙
人

の
囲
碁
対
局
を
見
て
楽
し
ん
で
い
る

様
子
を
題
材
に
し
な
が
ら
、
右
手
に

持
つ
斧
の
柄
が
く
さ
る
ほ
ど
長
い
時

間
が
経
っ
て
し
ま
っ
た
姿
を
表
現
。
こ

れ
は
、
争
い
事
を
し
て
い
る
間
も
碁

に
興
じ
る
間
も
同
じ
時
間
、
心
に
ゆ

と
り
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ
を
意
味

し
て
い
る
。

今
年
、
創
建
１
３
０
０
年
を
迎
え
、

社
殿
を
修
復
。
本
格
的
な
学
術
調

査
に
も
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
建
築

学
の
面
で
も
価
値
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
る
。

荘
厳
な
彫
刻
を
あ
し
ら
っ
た
県
指
定
文
化
財

箭
弓
稲
荷
神
社
の
社
殿
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有
志
の
推
進
委
員
会
が
運
営

会
員
は
２
０
０
０
名
超

7
月
下
旬
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
夏
期
大
学
講
座
「
禅
と
い

ま
」
が
開
催
さ
れ
た
。
今
回
で
17

回
目
を
迎
え
る
こ
の
講
座
が
始
ま
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
「
禅
と
い
ま
」
推

進
委
員
会
の
櫻
井
住
職
は
「
平
成

14
年
に
は
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺

の
ご
開
山
道
元
禅
師
7
5
0
回
大

遠
忌
が
あ
り
、
そ
れ
に
先
立
ち
文
化

事
業
と
し
て
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
ま
た
平
成
12
年
は
、
道
元
禅
師

が
ご
生
誕
8
0
0
年
を
迎
え
た
こ

と
も
あ
り
、
記
念
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
来
ま
し
た
」
と
話
す
。
当
初

は
大
本
山
永
平
寺
が
主
催
・
運
営

を
し
て
い
た
も
の
の
、
有
志
の
寺
院

が
中
心
と
な
り
「
禅
と
い
ま
」
推
進

委
員
会
を
設
立
し
、
約
20
名
が
引

き
継
い
で
い
る
。
さ
ら
に
講
座
の
受

講
者
ら
が
推
進
委
員
会
を
サ
ポ
ー
ト

し
、
現
在
、
2
0
0
0
名
を
超
え

る
会
員
組
織
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

講
座
の
テ
ー
マ
は
、
1
回
目
か
ら

変
わ
る
こ
と
な
く
「
禅
を
通
し
て
、

い
ま
を
ど
う
生
き
る
か
を
考
え
る
」。

お
寺
に
は
縁
遠
く
と
も
、
仏
教
、
と

り
わ
け
禅
に
興
味
の
あ
る
方
を
対

象
に
す
る
こ
と
で
間
口
を
広
げ
て
い

る
。
講
座
は
2
日
間
。
両
日
と
も
午

前
と
午
後
に
分
け
て
の
講
演
、
昼
食

は
禅
の
作
法
に
則
っ
て
精
進
料
理
弁

当
を
い
た
だ
く
。
午
後
の
講
演
を
聴

講
し
た
後
、
希
望
者
は
1
時
間
の
坐

禅
も
体
験
で
き
る
。
受
講
料
は
２
日

間
通
し
て
8
0
0
0
円
。
受
講
料

の
一
部
は
、
毎
年
、
曹
洞
宗
義
援
金

な
ど
に
寄
託
さ
れ
る
と
い
う
。

こ
れ
ま
で
日
本
を
支
え
て
き
た

団
塊
の
世
代へ
仏
教
を
届
け
る

こ
の
講
座
は
東
京
都
内
の
ホ
テ
ル

を
会
場
と
し
、定
員
3
0
0
名
だ
が
、

毎
回
ほ
ぼ
満
席
に
近
い
。「
お
寺
で
行

う
と
ど
う
し
て
も
敷
居
が
高
い
と
思

わ
れ
が
ち
で
す
が
、
そ
の
点
ホ
テ
ル

な
ら
み
な
さ
ん
参
加
し
や
す
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」と
推
進
委
員
会

の
飯
島
住
職
。
と
は
い
え
満
席
に
す

る
た
め
の
苦
労
は
尽
き
な
い
。「
と
く

に
難
し
い
の
が
講
師
の
選
定
で
す
。

毎
回
違
う
方
に
お
願
い
し
、必
ず
一
人

は
仏
教
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
を
お

招
き
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
開
催

準
備
は
1
年
か
け
て
行
っ
て
い
ま
す
」。

「
禅
と
い
ま
」
推
進
委
員
会
は
、

こ
の
講
座
だ
け
で
な
く
寒
中
勉
強
会

や
花
ま
つ
り
な
ど
も
主
催
。
ま
た
、

旅
行
会
社
と
共
に
企
画
し
た
参
拝
旅

行
に
同
行
僧
侶
と
し
て
参
加
す
る
な

ど
、
年
間
を
通
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
る
。「
仏
教
は
究
極
の
情
報
産
業
で

す
。
そ
の
情
報
を
宗
教
難
民
と
い
わ

れ
る
団
塊
の
世
代
の
人
た
ち
へ
届
け

る
こ
と
が
、
今
後
よ
り
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

れ
ま
で
日
本
を
支
え
て
き
た
の
は
こ

の
世
代
で
あ
り
、
日
本
の
価
値
観
に

も
影
響
す
る
と
い
え
る
か
ら
で
す
」

と
推
進
委
員
会
の
飯
島
住
職
は
熱
く

語
っ
て
く
れ
た
。

曹
洞
宗
・
夏
期
大
学
講
座
「
禅
と
い
ま
」

ホ
テ
ル
で
講
演
か
ら
坐
禅
ま
で
行
う
講
座
は

都
市
部
に
お
け
る
新
し
い
布
教
に

（右）千葉公慈老師（駒沢女子大学教授・宝林寺住職）による講演。
（上）「禅といま」推進委員会のメンバー。右から宗清寺 飯島尚之住職、栄林寺 櫻井孝順住職、洞雲寺 齋藤賢隆住職　（下）坐禅体験の様子

【主催】
「禅といま」推進委員会事務局
〒 162-0053
東京都新宿区原町2-62大龍寺内
TEL.03-3207-0770

【主な会場】
東京グランドホテル
〒 105-0014
東京都港区芝 2-5-2
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日
蓮
宗
総
本
山
・
身み

の

ぶ

さ

ん

く

お

ん

じ

延
山
久
遠
寺

の
門
前
町
と
し
て
栄
え
た
山
梨
県
身

延
町
。
身
延
山
久
遠
寺
を
囲
む
よ

う
に
20
箇
所
の
宿
坊
が
点
在
し
、
参

拝
客
を
迎
え
入
れ
て
い
る
。
行ぎ

ょ
う
が
く
い
ん

学
院 

覚か
く
り
ん
ぼ
う

林
坊
も
そ
の
ひ
と
つ
。

敷
地
内
に
は
夢む

そ

う

こ

く

し

窓
国
師
が
手
掛
け

た
日
本
庭
園
・
心し

ん

じ

い

け

字
池
（
町
指
定
文

化
財
）
が
あ
り
、
北
側
に
面
し
た
客

間
や
縁
側
を
改
装
し
た
食
事
ス
ペ
ー

ス
、
通
称
「
お
て
ら
ん
ち
」
か
ら
は

こ
の
庭
園
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
「
お
て
ら
ん
ち
」、
豪
雪
に
よ
り

軒
下
の
改
装
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際

に
、
宿
泊
客
か
ら
の
「
庭
を
眺
め
な

が
ら
の
ん
び
り
し
た
い
」
と
い
う
声
に

応
え
た
も
の
。
週
末
は
予
約
な
し
で

お
茶
や
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
庭
を

見
て
も
ら
え
る
よ
う
開
放
し
て
い
る
。

食
事
は
季
節
の
地
元
食
材
と
身
延

特
産
の
湯
葉
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

創
作
料
理
。
こ
れ
も
「
名
物
の
湯
葉

を
お
詣
り
つ
い
で
に
食
べ
た
い
」
と
い

う
声
か
ら
生
ま
れ
た
。
昔
な
が
ら
の

一
汁
三
菜
の
お
料
理
か
ら
、
自
分
た
ち

で
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
な
が
ら
一
品
ず
つ

湯
葉
の
料
理
に
変
え
て
い
く
と
、
雑

誌
な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
「
覚
林
坊

に
行
け
ば
湯
葉
が
食
べ
ら
れ
る
」
と

ク
チ
コ
ミ
で
広
ま
っ
て
い
っ
た
そ
う

だ
。
宿
泊
客
の
声
に
耳
を
傾
け
、
開

か
れ
た
宿
坊
を
目
指
す
、
こ
れ
こ
そ

が
覚
林
坊
の
指
針
と
も
言
え
る
。
訪

れ
た
人
々
は
自
然
や
庭
に
感
動
し
、

畳
や
襖
な
ど
昔
な
が
ら
の
部
屋
、
心

づ
く
し
の
料
理
に
癒
や
さ
れ
る
。
そ

創業
およそ250年から300年前

2006～2013年
浴槽改築、施設の洋式化

2015年
縁側改装　廊下兼「おてらんち」としての
食事スペースに冷暖房の充実

宿坊開設までの歩み

主な体験内容

写真右：通称「おてらんち」からのぞむ庭園
写真上・下：夢想国師作の日本庭園をのぞめる
庭側の個室と土曜・日曜・祝日のランチ「おてら
んち」

朝のお勤め、法話、お経体験　等

宿坊を運営する樋口是亮住職

住   所：

T E L ：
U  R  L：
客 室 数：
収容人数：
主な施設：

〒409-2524
山梨県南巨摩郡身延町身延
3510番地
0556-62-0014
http://kakurinbo.jp/
20室
150名
大浴場、食堂、食事用個室兼
広間、駐車場（15台）

山梨県

身
延
山
東
谷  

日
朝
大
上
人
霊
跡 

行
学
院  

覚
林
坊
宿
泊
客
の
声
に
耳
を
傾
け
、

今
に
合
う
工
夫
を
重
ね
る
宿
坊

し
て
、
久
遠
寺
で
朝
の
お
勤
め
に
参

加
し
た
り
、
お
経
な
ど
お
寺
で
の
体

験
も
充
実
、
申
し
込
め
ば
住
職
の
法

話
も
聞
け
る
。「
季
節
柄
や
時
候
柄
、

天
気
や
土
地
柄
を
織
り
込
ん
で
話
を

し
ま
す
。
お
聞
き
に
な
り
た
い
こ
と
を

言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
に
即
し

た
話
も
し
ま
す
」と
樋ひ

ぐ
ち
ぜ
り
ょ
う

口
是
亮
住
職
。

今
年
か
ら
特
に
増
え
た
外
国
人
客

に
向
け
た
ス
タ
ッ
フ
の
英
語
学
習
も

始
め
た
。
そ
れ
も
「
な
ぜ
こ
こ
で
湯

葉
料
理
な
の
か
」
な
ど
、一
歩
踏
み
込

ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー
ま
で
話
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
だ
と
い
う
。
ま
た
、
夏

休
み
に
限
り
子
供
料
金
を
半
額
に
す

る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
宿
坊
運
営
の

現
場
取
り
仕
切
る
若
奥
様
の
樋
口
純

子
さ
ん
は
「
幼
い
時
に
お
寺
に
馴
染

ん
で
欲
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て

行
っ
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

今
後
は
中
部
横
断
自
動
車
道
の
開

通
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ

れ
る
、
覚
林
坊
の
新
た
な
取
り
組
み

は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

宿坊ポータルサイト「和空」に掲載されている注目の宿坊
をピックアップ。宿坊開設までの歩みから運営・サービス
まで、さまざまなお話を伺います。  http://wa-qoo.com

和空presents

宿坊運営ノート
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堀
ほ り う ち か つ ひ こ

内克彦 
プロフィール
寺社旅研究家・
宿坊研究会代表。

「人生を変える寺社巡り」がテーマの寺社
旅研究家。各地で寺社活性化・地域活
性化の講演を実施し、寺院コンサルタント
としても活動中。著書に『宿坊に泊まる』（小
学館文庫）、『こころ美しく京のお寺で修行
体験』（淡交社）、『恋に効く！ えんむすび
お守りと名所』（山と溪谷社）など。

技
術
革
新
と
木
造
の
大
型
施
設

　
2
0
1
5
（
平
成
27
）年
12
月
21

日
、
山
形
県
に
あ
る
南
陽
市
文
化
会

館
が
、「
最
大
の
木
造
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
」
と
し
て
ギ
ネ
ス
認
定
さ
れ

ま
し
た
。私
は
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
今
後
、

寺
社
に
も
影
響
を
与
え
る
事
と
し
て

注
目
し
て
い
ま
す
。
寺
社
の
建
物
や

宿
坊
は
鉄
筋
で
建
て
ら
れ
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
こ
れ
は
主
に
コ
ス
ト

と
防
災
（
強
度
や
耐
火
性
能
な
ど
）

両
面
か
ら
選
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
大
ホ
ー
ル
1
4
0
3

席
、小
ホ
ー
ル
5
0
0
人
収
容
、ギ
ャ

ラ
リ
ー
や
ア
ト
リ
エ
、キ
ッ
チ
ン
ス
タ

ジ
オ
を
備
え
た
大
型
施
設
が
木
造
で

造
ら
れ
た
こ
と
は
、
意
義
が
あ
り
ま

す
。
通
常
、
大
型
ホ
ー
ル
で
は
建
築

基
準
法
に
よ
り
木
造
は
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
同
ホ
ー
ル
は
火
災

に
強
い「
耐
火
木
構
造
部
材
」
を
採

用
し
た
こ
と
で
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
会
場
と
な

る
新
国
立
競
技
場
も
、
木
材
を
多
く

使
用
す
る
計
画
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
20
年
の
間
に
耐
火
や
防
腐
、
強

度
な
ど
木
材
の
技
術
革
新
は
め
ざ
ま

し
く
、
法
律
に
お
い
て
も
高
さ
や
材

質
の
規
制
緩
和
が
続
い
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
な
木
材
の
可
能
性

寺
社
を
訪
れ
る
参
拝
者
や
宿
坊

に
泊
ま
っ
た
方
か
ら
、
木
造
で
は
な

い
こ
と
が
残
念
だ
っ
た
と
ご
意
見
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
木
の

文
化
と
言
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、
現

在
こ
の
分
野
を
リ
ー
ド
す
る
の
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
す
。
日
本
に
は
古
く
か

ら
木
材
が
活
用
さ
れ
て
い
た
分
、「
木

は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
劣
っ
た
も
の
」

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、海
外
で
は
素
直
に
ク
ー

ル
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
寺
社
や
宿
坊
が
木
造
建

築
普
及
の
旗
振
り
を
担
う
の
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
？
木
材
は
た
だ
美
し

い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
林
業
復

興
や
里
山
の
再
生
、
木
く
ず
か
ら
生

ま
れ
る
ペ
レ
ッ
ト
や
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
獲
得

に
繋
が
り
ま
す
。
コ
ス
ト
面
も
量
産

可
能
な
小
規
模
建
築
で
は
、
価
格

が
抑
え
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

森
林
破
壊
が
進
む
の
で
は
と
思
う
人

が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

木
材
は
本
来
、
再
生
可
能
な
資
源
で

す
。現

在
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
高
度

な
森
林
管
理
を
行
う
「
森
林
マ
イ
ス

タ
ー
」
と
い
う
制
度
も
作
ら
れ
て
い

ま
す
。
日
本
は
国
土
面
積
の
66
％
が

森
林
と
い
う
、
世
界
で
も
恵
ま
れ
た

森
林
大
国
で
す
。
寺
社
や
宿
坊
が

木
造
建
築
の
普
及
に
尽
力
で
き
れ

ば
、
日
本
の
経
済
や
観
光
面
で
プ
ラ

ス
の
効
果
を
生
む
で
し
ょ
う
。

宿坊研究会レポート

木造建築の部屋がある大分・文殊仙寺の宿坊

寺社や宿坊が木造建築普及の担い手に
寺社旅研究家・宿坊研究会代表／堀内克彦

第9回

日本初となる大型木造耐火の文化ホール、南陽市文化会館

(C)BAUHAUSNEO

■お問い合わせ先
株式会社和空プロジェクト　〒530-0044  大阪市北区東天満1-11-13　AXIS 南森町ビル9F
TEL：06-4801-8211　FAX：06-4801-8221

監修：一般社団法人　全国寺社観光協会

 サポート1  宿坊開設の計画・立案から、各種手続きなどトータルでサポートします。
 サポート 2  営業開始後も継続的に集客プロモーションなど運営についてもサポートします。

宿坊新規開設をご検討の寺社様・運営に関する
お悩みを抱える宿坊様へ
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特別連載②日
本
文
化
に
興
味
を
持
つ
国
内
外

の
観
光
客
に
向
け
て
「
宿
坊
の
魅
力

を
知
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
多
く
の
人

に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
」こ
と
を
テ
ー

マ
に
取
り
組
ん
で
い
る
、『
宿
坊
創
生

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』。
そ
の
第
1
弾
と
し

て
始
動
し
た
の
が
、
大
阪
の
寺
町
と

し
て
知
ら
れ
る
天
王
寺
区
下
寺
町
に

開
設
さ
れ
る
宿
坊「
和
空
下
寺
町（
仮

称
）」（
※
以
下
「
仮
称
」
略
）。
寺
社

文
化
を
現
代
に
伝
え
る
べ
く
誕
生
す

る
都
市
型
宿
坊
と
し
て
、
来
春
オ
ー

プ
ン
を
目
指
す
。
今
年
7
月
21
日
に

は
、
計
画
地
に
て
「
和
空
下
寺
町
」

新
築
工
事
の
地
鎮
祭
が
執
り
行
わ
れ

た
。
設
計
・
施
工
を
積
水
ハ
ウ
ス
株

式
会
社
が
担
当
し
、
現
在
は
着
々
と

建
設
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

お
寺
の
連
な
る
寺
町
で

歴
史
と
日
本
文
化
を
感
じ
る

建
設
場
所
と
な
る
下
寺
町
は
、

南
北
1
4
0
0
メ
ー
ト
ル
、
東
西

4
0
0
メ
ー
ト
ル
の
周
辺
エ
リ
ア
に

約
80
の
寺
院
が
集
中
す
る
、
国
内
で

も
珍
し
い
寺
町
。
16
世
紀
、
豊
臣
秀

吉
が
大
坂
城
を
築
き
、
松
平
忠
明
が

大
坂
城
下
の
整
理
再
編
を
行
っ
た
際
、

大
坂
城
の
弱
点
と
い
わ
れ
る
南
側
に

防
御
線
と
し
て
寺
院
を
集
中
さ
せ
た

こ
と
に
あ
り
、
そ
の
う
ち
最
も
南
西

に
形
成
さ
れ
た
の
が
下
寺
町
だ
と
言

わ
れ
て
い
る
。「
和
空
下
寺
町
」
は
そ

ん
な
歴
史
あ
る
寺
町
と
融
合
し
た
宿

坊
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
こ
で
下
寺
町
の
こ
と
を
よ
く
知

る
、
大
江
連
合
大
岸
町
振
興
町
会
会

長
を
務
め
る
東ひ

が
し
つ
じ
け
ん
た
ろ
う

辻
兼
太
郎
さ
ん
に
、

今
後
「
和
空
下
寺
町
」
と
地
域
と
の

繋
が
り
を
深
め
、
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
い
た
い
か
お
話
を
伺
っ
た
。

住
民
と「
和
空
下
寺
町
」が

一
体
化
し
た
町
作
り
を
目
指
す

生
ま
れ
も
育
ち
も
下
寺
町
と
い
う

生
粋
の
下
寺
っ
子
で
あ
る
東
辻
さ
ん

が
、
5
年
前
か
ら
町
会
長
を
務
め
る

大
江
連
合
大
岸
町
と
い
う
エ
リ
ア
は
、

通
称
「
天
王
寺
七
坂
」と
呼
ば
れ
る
清

水
坂
な
ど
有
名
な
7
つ
の
坂
の
う
ち

の
4
つ
に
隣
接
す
る
閑
静
な
住
宅
地
。

「
昔
、
こ
の
辺
り
は
周
囲
の
お
寺

で
働
く
人
が
暮
ら
す
地
域
で
、
現
在

も
古
く
か
ら
の
住
民
が
多
い
土
地
。

そ
の
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
活

発
で
近
所
同
士
の
交
流
も
比
較
的
多

い
エ
リ
ア
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
し

か
し
住
民
の
高
齢
化
に
伴
い
、
以
前

は
盆
踊
り
や
大
岸
町
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

と
い
う
名
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い

た
も
の
の
、
現
在
は
避
難
訓
練
や
新

年
会
な
ど
の
行
事
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
」
と
東
辻
さ
ん
。

「
和
空
下
寺
町
」の
建
設
前
に
は

住
民
説
明
会
を
開
き
、地
域
の
人
に

ど
の
よ
う
な
施
設
な
の
か
説
明
を

行
っ
た
。
そ
の
結
果
、地
域
の
人
に
も

完
成
を
待
ち
望
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

「
宿
坊
が
完
成
し
た
暁
に
は
、
例

え
ば
月
に
1
度
で
も
住
民
が
集
ま
っ

て
文
化
的
交
流
を
し
た
り
、
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
場
と

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】 

株
式
会
社 

和
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

T
E
L 

0
6-

4
8
0
1-

8
2
1
1

http://w
aqoo-pj.jp

監
修
：一般
社
団
法
人 

全
国
寺
社
観
光
協
会

町
が
主
催
す
る
行
事
に
も
積
極
的
に

ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す

ね
。
ま
た
、
ゆ
く
ゆ
く
は
災
害
時
の

避
難
場
所
な
ど
、
下
寺
町
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ー
空
間
と
し
て
の
機
能
も
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
い
ず
れ
せ
よ
、
地

域
住
民
の
暮
ら
し
に
溶
け
込
み
、
か
つ

一
緒
に
な
っ
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る
関

係
が
築
け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

そ
ん
な
下
寺
町
に「
和
空 

下
寺
町
」

を
建
て
る
こ
と
は
、
大
き
な
意
味
を

持
つ
と
考
え
る
。
周
辺
の
寺
社
や
地

域
の
方
々
と
連
携
し
な
が
ら
様
々
な

文
化
体
験
を
行
う
こ
と
で
寺
社
の
魅

力
を
伝
え
、
地
域
全
体
が
活
性
化
す

る
よ
う
貢
献
し
て
行
き
た
い
。

（上）「和空下寺町」の地鎮祭の様子
（中）大江連合大岸町振興町会会長を務める
東辻健太郎さん　

（下）下寺町の様子

「和空下寺町(仮称)」の外観完成イメージ

数
多
く
の
寺
社
が
集
ま
る
下
寺
町
に
宿
坊
を
開
設

地
域
と
の
連
携
が
不
可
欠
な『
宿
坊
創
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
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風まかせ ⓫
野田博明

1

2

3

4

昇
る
狭
霧
や
さ
ざ
な
み
の
志
賀
の
都
よ
い
ざ
さ
ら
ば

園お
ん
じ
ょ
う
じ

城
寺
（
大
津
市
）
の
『
寺
門
伝

記
補
録
』
に
境
内
に
あ
る
三
尾
神
社

の
祭
神
・
三
尾
明
神
に
つ
い
て
興
味

深
い
話
が
載
っ
て
い
る
。
近
江
国
高

島
郡
三
尾
里
か
ら
流
れ
出
し
た
楠
の

大
木
が
大
津
の
浜
に
漂
着
し
、
そ
の

霊
木
の
上
に
三
匹
の
小
蛇
に
化
身
し

た
神
が
乗
っ
て
い
た
、
つ
ま
り
、
三
尾

里
か
ら
明
神
さ
ま
は
や
っ
て
き
た
と
い

う
話
で
あ
る
。
そ
の
霊
木
が
生
え
て

い
た
と
い
う
地
に
、
死
後
、
淡
海
公

と
追
号
さ
れ
た
藤
原
不ふ

ひ

と

比
等
（
藤
原

鎌
足
の
子
）
が
母
堂
の
た
め
に
創
建

し
た
と
伝
わ
る
長
谷
寺
が
建
っ
て
い

る
。
本
尊
の
十
一
面
観
音
立
像
は
霊

木
の
根
元
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
だ
と

い
う
。
そ
し
て
、
こ
の
霊
木
の
譚
に
は

不
思
議
な
つ
づ
き
が
あ
る
の
で
あ
る
。

八
十
八
ヶ
所
霊
場
の
86
番
札
所
に

志
度
寺
（
さ
ぬ
き
市
）
と
い
う
古
刹

が
あ
る
。そ
こ
に
伝
わ
る
縁
起
絵
図
・

『
御み

そ

ぎ

の

え

ん

ぎ

衣
木
之
縁
起
』
は
本
尊
の
由
来

に
つ
い
て
、「
近
江
国
高
島
郡
三
尾
の

奥
谷
か
ら
流
れ
着
い
た
楠
の
霊
木
か

ら
十
一
面
観
音
を
刻
ま
せ
た
」
こ
と

を
描
い
て
い
る
。ま
た
、藤
原
不
比
等
・

房ふ
さ
さ
き前
親
子
に
ま
つ
わ
る
海
女
の
玉
取

り
伝
説
も
絵
解
き
さ
れ
て
い
る
。
謡

曲
や
能
で
有
名
な
「
海
女
」
の
題
材

に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
志
度
に

は
不
比
等
が
住
ん
だ
淡
海
屋
敷
や
房

前
の
鼻
と
い
う
岬
な
ど
藤
原
氏
所
縁

の
伝
承
地
が
今
に
残
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
奈
良
の
長
谷
寺
縁
起
文
に
も

こ
の
霊
木
と
の
因
縁
が
事
細
か
く
綴

ら
れ
て
い
る
。
本
尊
の
十
一
面
観
音

の
御
衣
木
（
像
材
）
と
な
っ
た
霊
木

は
近
江
国
三
尾
か
ら
流
れ
出
て
幾
所

を
巡
り
長
谷
郷
に
来
た
こ
と
や
十
一

面
観
音
と
伽
藍
の
造
立
に
、
当
時
、

大
和
国
班
田
勅
使
で
あ
っ
た
藤
原
房

前
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
記

さ
れ
て
い
る
。

近
江
の
高
島
に
立
っ
て
い
た
楠
が

流
れ
出
し
、
二
百
年
も
の
星
霜
を
経

て
讃
岐
の
志
度
浦
、
さ
ら
に
は
大
和

の
泊
瀬
の
地
へ
漂
着
。
三
尊
の
十
一

面
観
音
が
同
じ
霊
木
か
ら
生
れ
出
た

数
奇
な
因
縁
が
各
寺
の
縁
起
に
よ
り

今
の
世
へ
と
伝
わ
っ
て
い
る
。
し
か
も

驚
く
こ
と
に
、
こ
の
四
月
、
奈
良
の

長
谷
寺
が
約
百
年
前
に
購
入
し
て
い

た
と
い
う
三
尾
里
の
土
地
に
「
高
島

は
長
谷
信
仰
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
」

と
し
て
、『
此
付
近　

大
和
国
長
谷

寺
本
尊
御
衣
木
流
出
歴
渉
地
』
と

刻
字
し
た
石
碑
を
建
立
し
た
。
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
奇
し
き
縁
が
人
心

の
痩
せ
さ
ら
ば
え
た
当
世
に
よ
み
が

え
っ
た
の
で
あ
る
。
霊
木
と
藤
原
氏

と
の
縁
を
伝
え
る
近
江
の
三
尾
と
い

う
場
所
は
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ
な
の

か
。
ま
た
、
わ
た
し
の
悪
い
癖
、
想

像
の
翼
は
広
が
り
、
一
躍
、
天
翔
け

は
じ
め
た
の
で
あ
る
。

江
戸
後
期
の
国
文
学
者
・
橘
守

部
と
い
う
人
物
が
著
し
た
「
神
楽
歌

入い
り
あ
や文
」
は
意
味
深
な
こ
と
を
語
っ
て

い
る
。
近
江
の
浅あ

ざ

い井
家
の
記
録
に
残

さ
れ
た
『
近
江
国
風
土
記
』
か
ら
引

用
し
た
と
思
わ
れ
る
淡
海
の
国
号
の

由
来
で
あ
る
。
引
用
文
は
「
淡
海
の

国
は
淡あ

わ
う
み海
を
も
っ
て
国
号
と
な
す
」

と
周
知
の
こ
と
を
記
し
た
あ
と
に
、

「
目
の
前
に
見
お
ろ
す
湖
上
の
漣さ

ざ
な
み漪

か
ら
き
た
『
細さ

ざ
な
み浪

の
国
』
と
い
う
別

名
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
記

紀
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
な
る
ほ
ど

神
功
皇
后
紀
や
仲
哀
記
に
「
狭さ

ざ

な

み

狭
浪

の
栗く

る

す林
」
や
「
沙さ

ざ

な

み

沙
那
美
」
と
し
て

大
津
市
の
西
北
一
帯
の
総
称
と
し
て

登
場
し
て
い
た
。
一
般
的
に
近
江
は

第
38
代
天
智
天
皇
の
御
代
、
大
津
宮

あ
る
い
は
志
賀
の
都
と
も
よ
ば
れ
た

王
都
が
お
か
れ
た
と
こ
ろ
、
大
海
人

皇
子（
天
武
天
皇
）と
大
友
皇
子（
天

智
帝
の
子
）
が
皇
位
を
争
っ
た
壬
申

の
乱
の
主
戦
場
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
が
、
王
朝
の
栄
華
を
き
わ
め
た
歴

史
は
五
年
半
ほ
ど
と
余
り
に
短
い
夢

に
終
わ
っ
た
。
し
か
し
、
記
紀
に
あ

る
よ
う
に
狭
狭
浪
の
国
は
上
古
の
時

代
、
神
功
皇
后
・
誉ほ

む

た

わ

け

の

み

こ

田
別
皇
子
（
第

15
代
応
神
天
皇
）
親
子
と
異
腹
の
兄

た
ち
と
皇
位
を
め
ぐ
る
決
戦
の
場
と

し
て
登
場
し
て
い
る
。
し
か
も
、
神
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野田博明（のだ・ひろあき）

昭和26年4月生まれの 64
歳。昭和50年3月、東京
大学卒業と同時に日本興
業銀行入行。広報部長・管
理部長などを経て、みずほ
ホールディングス監査役な
どを歴任、平成23年に退
任。一般社団法人  全日本
社寺観光連盟  理事。
趣味は神社仏閣巡りを兼
ねた旅とグルメ。日本書紀
など古代史が大好き。

1 園城寺仁王門
2 園城寺内、三尾神社拝殿
3 志度寺・藤原房前が建てた千基の海女の石

塔
4 奈良・長谷寺本堂の内道場
5 天智天皇を祀る近江神宮・楼門
6 継体天皇の母と三尾氏の祖を祭神とする水

尾神社（高島市拝戸）
7 琵琶湖と白髭神社・湖中の鳥居
8 奈良長谷寺による霊木流出歴渉地の石碑

6

7

功
皇
后
こ
と
息お

き
な
が
た
ら
し
ひ
め
の
み
こ
と

長
帯
比
売
命
は
現

在
の
米
原
駅
、
琵
琶
湖
の
東
北
部
に

威
を
張
る
有
力
豪
族
、
息お

き
な
が
す
く
ね
の
お
う

長
宿
禰
王

を
父
と
し
て
お
り
、
一
帯
に
は
日ひ

な

で撫

神
社
、山
津
照
神
社
、福ふ

く
で
ん
じ

田
寺
と
い
っ

た
息
長
氏
と
深
い
ゆ
か
り
を
有
す
る

社
寺
が
い
ま
な
お
存
在
し
て
い
る
。

そ
れ
か
ら
時
代
は
下
る
が
、
応
神

天
皇
五
世
の
孫
と
し
て
皇
統
を
つ
な

い
だ
第
26
代
継
体
天
皇
の
生
誕
地
が

高
島
郡
三
尾
の
地
で
あ
る
と
日
本
書

紀
は
述
べ
て
い
る
。
三
尾
に
は
父
で

あ
る
彦ひ

こ

う

し

お

う

主
人
王
の
別
邸
が
建
ち
、
そ

こ
に
越
前
国
か
ら
母
・
振ふ

り
ひ
め媛

を
迎
え

男お

お

ど

大
迹
（
継
体
帝
の
幼
名
）
が
生
ま

れ
た
と
い
う
。
近
在
に
は
四
〇
基
を

越
す
古
墳
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
最
大
の
も
の
が
彦
主
人
王
の
墳

墓
（
田
中
王
塚
古
墳
）
と
さ
れ
、
宮

内
庁
の
陵
墓
参
考
地
と
し
て
管
理
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
付
近
に
は
三
尾

神
社
の
旧
跡
が
残
り
、
振
媛
が
男
大

迹
を
出
産
す
る
と
き
に
背
を
預
け
た

凭
れ
石
な
る
も
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
さ
ら
に
振
媛
や
継
体
帝
の
皇

子
（
安
閑
天
皇
）、
継
体
帝
の
両
親

な
ど
を
祀
る
社
な
ど
湧
い
て
出
る
が

如
く
に
濃
密
な
所
縁
を
持
つ
神
社
や

遺
跡
が
数
多
存
在
し
て
い
る
。

さ
て
、
琵
琶
湖
と
い
う
呼
称
は
文

献
へ
の
初
出
が
室
町
後
期
（
16
世

紀
初
頭
）
と
さ
れ
、
古
く
は
淡
海
の

海
、
近
淡
海
、
細
波
な
ど
と
呼
ば

れ
て
い
た
が
、
こ
の
淡
海
の
海
を
制

圧
し
た
も
の
が
古
代
国
家
の
最
高
権

力
者
た
り
得
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
天
皇
の
系
譜
を
巨
視
的
に

俯
瞰
す
る
と
、
皇
統
の
流
れ
が
大
き

く
変
わ
っ
た
と
き
、
即
ち
、
応
神
王

朝
、
継
体
王
朝
そ
し
て
天
武
王
朝
の

創
始
に
は
必
ず
細
浪
の
国
を
め
ぐ
っ

て
大
い
く
さ
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は

先
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。そ
こ
で
、

本
文
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
が
、
誰
し

も
が
知
る
名
曲
、
琵
琶
湖
周
航
の
一

節
で
あ
る
。
そ
の
抒
情
あ
ふ
れ
る
詩

句
の
な
か
に
淡
海
の
国
の
も
う
ひ
と

つ
の
物
語
が
あ
る
こ
と
を
世
の
人
々

は
あ
ま
り
知
ら
な
い
。
万
葉
集
に
柿

本
人
麻
呂
の
有
名
な
一
首
が
あ
る
。

「
楽
浪
の　

志
賀
の
唐
崎　

幸さ
き

く

あ
れ
ど　

大
宮
人
の　

船
待
ち
か

ね
つ
」。
舟
遊
び
で
賑
わ
っ
た
大
津

宮
も
い
ま
は
荒
れ
果
て
て
し
ま
っ
た

と
落
魄
し
た
旧
都
を
哀
し
む
歌
で
あ

る
。
こ
こ
で
万
葉
仮
名
の
楽
浪
と
は

“
さ
ざ
な
み
”
と
読
み
下
す
が
、
万

葉
集
に
は
志
賀
の
都
や
大
津
宮
な
ど

淡
海
の
国
に
関
す
る
枕
詞
と
し
て
使

わ
れ
、
十
数
首
を
確
認
で
き
る
。
石

川
夫
人
の
歌
一
首
と
し
て
、「
楽
浪

の　

大お
お
や
ま
も
り

山
守
は　

誰た

が
た
め
か　

山
に
標し

め

ゆ結
ふ　

君
も
あ
ら
な
く
に
」

と
い
う
歌
が
あ
る
。
こ
れ
は
楽
浪
の

ひ
と
言
で
淡
海
の
情
景
を
当
時
の
人

が
瞼
に
浮
か
べ
な
け
れ
ば
成
り
立
た

な
い
一
首
で
あ
る
。
大
山
守
と
は
皇

室
所
有
の
山
林
の
番
人
の
こ
と
で
、

こ
の
一
語
で
近
江
を
特
定
す
る
の
は

不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
サ
ザ
ナ
ミ

と
読
ま
せ
か
つ
淡
海
を
意
味
す
る
楽

浪
の
暗
号
を
未
だ
わ
た
し
は
解
読
で

き
な
い
で
い
る
。
少
し
古
代
史
を
か

じ
っ
た
人
は
古
代
朝
鮮
半
島
に
中
国

が
置
い
た
楽ら

く
ろ
う
ぐ
ん

浪
郡
と
い
う
地
名
に
思

い
あ
た
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

淡
海
の
海
を
最
初
に
制
圧
し
た
一
族

は
楽
浪
か
ら
や
っ
て
き
た
・
・
・
そ
の

権
力
者
の
こ
と
を
万
葉
人
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
記
憶
し
て
い
た
・
・
・
。

高
島
の
三
尾
の
山
野
を
割
い
て
流
れ

る
一
級
河
川
を
安あ

ど

が

わ

曇
川
と
呼
ぶ
。
読

み
方
こ
そ
違
う
が
海
人
族
の
安あ

づ

み曇
族

に
因
ん
だ
名
前
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
族
の
本
貫
の

地
は
筑
紫
の
志
賀
の
島
で
あ
る
。

か
の
司
馬
遼
太
郎
は
そ
の
著
、『
街

道
を
ゆ
く
・
湖
西
の
み
ち
』
の
な
か

で
、「『
志
賀
』
に
『
楽
浪
の
』
と
い

う
枕
詞
を
つ
け
て
よ
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
」
消
息
を
少
し
違
っ
た
観
点

か
ら
捉
え
て
い
る
が
、
大
同
の
と
こ

ろ
は
大お

お
よ
そ凡

前
述
の
話
に
落
ち
着
く
の

で
は
な
い
か
と
い
ま
は
考
え
だ
し
て

い
る
。
藤
原
氏
を
中
世
日
本
の
最
高

権
力
者
へ
と
導
い
た
不
比
等
と
道
長

を
輩
出
し
た
藤
原
北
家
の
始
祖
・
房

前
が
淡
海
の
海
か
ら
流
れ
出
た
霊
木

を
媒
介
と
し
て
皇
統
の
大
き
な
流
れ

を
変
え
た
天
皇
た
ち
と
ひ
と
つ
の
像

を
結
ぶ
よ
う
で
、
志
賀
の
都
よ
い
ざ

さ
ら
ば
と
は
そ
う
単
純
に
は
い
か
な

い
。
そ
れ
に
し
て
も
三
尾
の
奥
山
か

ら
や
っ
て
き
た
明
神
様
と
は
い
っ
た
い

ど
な
た
で
あ
る
の
か
う
っ
す
ら
と
お

姿
は
見
え
る
よ
う
で
も
あ
り
杳よ

う

と
し

て
見
え
ぬ
よ
う
で
も
あ
り
、
謎
は
湖

水
の
泡あ

ぶ
く

の
よ
う
に
次
々
と
湧
い
て
く

る
楽
浪
の
国
の
物
語
で
は
あ
る
。
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四
季
巡
り  

華
景
色

毘
沙
門
堂
の
紅
葉 

モ
ミ
ジ

紅葉シーズンの京都は、宿泊施設の予約に苦労するほど。市内の主要
道路は交通渋滞も激しくなる。それでも、少し中心部をはずせば街中の
喧噪が嘘のように寺社境内は静寂に包まれている。
山科区はそんな場所の一つだが、とくに毘沙門堂(びしゃもんどう)は
じっくり紅葉狩りが楽しめる名所として知られている。雨上がりの早朝、
参道は趣ある情景が広がる。毘沙門堂では毎年11月23日に千燈会に
続き紅葉祭りが行われる。

撮影 原田 寛　鎌倉市在住。古都グラファーとして、日本全国の古都や
歴史の街並みを中心に撮影活動を続けている。日本写真家協会会員。

【毘沙門堂について】 京都市山科区安朱稲荷山町18
　宗　派：天台宗
　山　号：護法山
　寺　号：出雲寺 毘沙門堂門跡
　創建年：703（大宝3）年
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● 宿坊情報の掲載

情報誌・ウエブ版「寺社Ｎｏｗ」、
宿坊ポータルサイト「和空」、ＳＮＳ、
関連ウエブメディア に記事を無償で掲載いたします！

プレスリリースの資料や写真を下記までお送りください

郵便・宅配便で送付
一般社団法人　全国寺社観光協会　本部事務局
〒530-0044　大阪市北区東天満1-11-13  9F　TEL:06-6360-9838

〒 e-mail で送信
info@jisya-kk.jp 
※件名にプレスリリースとご明記ください

http://wa-qoo.com

http://jisya-now.com/

ウエブ10万ＰＶ※

Facebook５万いいね！※

雑誌発行部数

3万部で発信！

※グループ合計

バックナンバーのご案内
寺社の“いま”を伝える情報誌「寺社Ｎｏｗ」は、全国の寺社に無償でお届けしています。

◆巻頭特集
地域振興拠点としての寺社
◆インタビュー
日本政府観光局 (JNTO) 理事長
松山良一
第 20 期全日本仏教青年会理事長
東海林良昌

◆巻頭特集
地域の行政や組織と連携する寺社

◆インタビュー
大阪天満宮宮司
寺井種伯

◆巻頭特集
寺社を中心とした街づくり
近年活気付く門前町の活動

◆シリーズ：地域と霊場会
びわ湖百八霊場

◆巻頭特集
建築物の耐震について考える

◆インタビュー
東北観光推進機構会長・
東日本旅客鉄道取締役会長　
清野智
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【個人情報の取り扱いについて】
ご記入いただいた個人情報は寺社Nowや同誌バッ
クナンバーの発送および全国寺社観光協会からの
ご連絡以外には使用しません。

< FAX >06-6360-9848

より良い誌面作りのため、寺社の皆様の貴重なご意見をお聞かせください！

誌面アンケート

Q1. 所属
□寺院　　　□神社

Q2. 今月号で面白かった記事はどれですか（複数回答可）　※丸数字に○を記入

①巻頭特集：登録有形文化財建造物制度　②第2特集：インバウンドに向けた新たな観光サービス　③TOPICS：寺社向けの新
たな観光サービスを実現するICT　④職人技：美山茅葺株式会社　⑤クローズアップ：臨済宗天龍寺派大本山天龍寺 塔頭永明
院 住職　國友 憲昭　⑥日本遺産と寺社：鳥取県三朝町×三徳山三佛寺　⑦活性人：株式会社朱鷺書房 代表取締役　嶝 牧夫

⑧トレンドNow：下鴨神社とチームラボが初コラボ 世界遺産が光のアート空間に／伊奈波神社と老舗米菓子製造会社が奉納塩
を使ったクッキーを発売　⑨行政・観光リポート：日本版DMO候補法人に「知多半島観光事業協会」が登録　⑩うちのお宝：喜多
院 五百羅漢／箭弓稲荷神社の社殿　⑪全国寺社イベント：曹洞宗・夏期大学講座「禅といま」　⑫和空presents 宿坊運営ノー
ト：行学院 覚林坊　⑬宿坊研究会レポート：寺社や宿坊が木造建築普及の担い手に　⑭特別連載：地域との連携が不可欠な『宿
坊創生プロジェクト』　⑮野田博明 風まかせ：昇る狭霧やさざなみの志賀の都よいざさらば　⑯四季巡り 華景色：毘沙門堂の紅葉

Q4.今月号の記事、広告を見て実際に問い合わせた、もしくは興味を持った内容があれば教えてください。

( 広告を見て問い合わせた、あるいは興味を持ったところの会社・団体名：
　　　　　　　　　　　　　         　)

Q6. 寺社Ｎｏｗへのご要望・ご感想など

( ご記入ください：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

キ
リ
ト
リ
線

お電話番号

ご住所

寺社名 氏名

〒

寺社Nowのバックナンバーおよび、寺社Nowの継続購読をご希望の場合は、
下記の内容をご記入の上（□内　をお願いします）、FAX送信してください。

「寺社Now」ではより良い誌面をつくるために誌面についてのアンケート
を実施しております。下記のアンケートの□内には✓を、（　　）内にはご記
入をいただき、下記まで本紙をファックスもしくは左のハガキ(切手不要)に
てお送り願います。

Q3. 以下の項目で、寺社の取り組みの事例として知りたいものはどれですか（複数回答可）

□観光　□外国人対応　□宿坊新規開設・運営　□寺社イベント　□広報　□地域振興　□結婚式　□後継者育成　□土地活用
□その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

□継続購読希望□バックナンバー希望 ご希望のバックナンバーの号数に○をご記入ください ※複数可

( Vol.　１　　２　　３　　４　　５　　６　　７　　８　　9　　10 )

Q5. 以下の項目で、知りたい企業サービスはどれですか（複数回答可）  ※丸数字に○を記入

①ホームページ　②ＳＮＳ運用代行　③アプリ開発　④告知ツール制作（掲示物・ダイレクトメール・冊子・チラシなど）

⑤フリーWiFi　⑥自販機設置　⑦喫煙所設置　⑧清掃　⑨老朽化・耐震対策　⑩警備　⑪保険　⑫介護施設　

⑬託児所　⑭土地活用　⑮資産運用　⑯税金対策

⑰その他（ ご記入ください：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
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